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特  集松原市の財政を見る

　平成25年度の一般会計の決算規模は、歳入436億8,770万9千円、歳出434億
1,882万3千円であり、平成24年度の歳入408億9,405万2千円、歳出405億9,129
万1千円と比較すると、歳入で27億9,365万7千円（6.8％）、歳出で28億2,753万2千
円（7.0％）とそれぞれ増加しています。
　歳入歳出差引である形式収支は2億6,888万6千円の黒字となり、形式収支から翌年
度に繰り越すべき財源117万3千円を差し引いた実質収支も2億6,771万3千円の黒字
となっています。
　四つ葉幼稚園の建設や三宅東公園の整備、消防署西分署の建設など、特定財源を
活用した投資的経費の増加に加え、各種基金へ積み立てたことなどで財政規模は大きく
なっています。市税収入の減少はあったものの、職員給の独自カットや民営化の推進、公
有財産の活用による自主財源の確保など、行財政改革の取り組みなどにより、収支の均
衡を保っています。
▶問合せ　財政課

区 分

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

計

収入済額（千円）
59億5,913万7

53億 607万8

1億2,465万7

9億4,591万7

83万7

11億7,259万9

135億 922万4

市民一人当たり（円）
4万8,342

4万3,044

1,011

7,674

7

9,512

10万9,591

一世帯当たり（円）
10万9,068

9万7,115

2,282

1万7,313

15

2万1,462

24万7,254

平
成
25
年
度
市
民
の
市
税
負
担

434億1,882万3千円25
年度

平成24年度決算額
405億9,129万1千円

市民1人当たりに使われた額

352,225円
市民1人当たりに使われた額

円

高齢者や障害者・
子どもなどの福祉に

住民票申請・
広報・広聴などに

学校教育や
生涯学習などに

地域保健・
ごみ処理などに

【民生費】

155,573円 34,534円

公園・道路などに

35,773円

【土木費】 【総務費】

25,297円

【衛生費】

33,105円

【教育費】

　歳出の内訳を構成比順に見ますと、福祉関連に使われる民生費が191億7,744万6千円（44.2％）と一番多く、私立保育所の運
営管理費や整備費といった子育て支援策などで対前年度1.9％の増加となりました。次に、借金の返還経費である公債費が62億
4,205万円（14.4％）と、17.0％増加していますが、借換債を除く実質的な負担は2.0％の増加にとどまります。さらに、三宅東公園の
整備といった投資的経費などで7.1％増加した土木費が44億969万4千円（10.2％）、各種基金への積み立てや退職手当の負担な
どで15.2％増加した総務費が42億5,700万4千円（9.8％）と続きます。

436億8,770万9千円25
年度

平成24年度決算額
408億9,405万2千円

市民1人当たりの市税負担額

109,591円

　歳入の内訳を構成比順に見ますと、市税が135億922万4千円（30.9％）、国庫支出金が86億1,376万6千円（19.7％）、地方交付
税が81億6,808万2千円（18.7％）、市債が59億9,660万円（13.7％）、府支出金が31億8,624万9千円（7.3％）などとなっています。
　市税や使用料、手数料など、本市が自主的に得ることができる収入である自主財源は159億9,538万3千円と、歳入全体に占める割
合で36.6％と減少した一方、地方交付税や国・府支出金、市債など、本市が自主的に得ることができない収入である依存財源は276億
9,232万6千円で、63.4％へ増加していますが、歳出において、四つ葉幼稚園や三宅東公園の整備費用など投資的経費が多く、その財
源として国・府の支出金や市債を活用したことによるものです。源として国・府の支出金や市債を活用したことによるものです。

【市民税】

48,342円48,342円

【固定資産税】

43,044円

【固定資産税】

43,044円

【都市計画税】

9,512円

【都市計画税】

9,512円

【その他】

8,692円

市たばこ税・入湯税・
軽自動車税など

参　考
平成26年3月末

123,270（人）総人口

54,637（世帯）世帯数

1.9％
191億7,744万6千円

（44.2%）

民生費

その他
28.1％

21億3,350万9千円
（4.9%）

その他 衛生費
△3.4％

31億1,830万9千円
（7.2%）

衛生費

9.2％
40億8,081万3千円

（9.4%）

教育費

総務費

15.2％
42億5,700万4千円

（9.8%）

総務費

教育費

7.1％
44億969万4千円
（10.2%）

土木費

土木費

公債費

17.0％
62億4,205万円
（14.4%）

公債費民生費

歳 出

市　債

15.2％
42億1,378万9千円

（9.6%）

その他

その他

4.8％
31億8,624万9千円

（7.3%）

府支出金

36.4％
59億9,660万円
（13.7%）

市　債
△1.8％

81億6,808万2千円
（18.7%）

地方交付税

9.5％
86億1,376万6千円
（19.7%）

国庫支出金

△0.8％
135億922万4千円
（30.9%）

市　税

歳 入

市　税

国庫支出金

府支出金

地方交付税

松
原
市
の

財
政
を
見
る 平

成
25
年
度

（
平
成
25
年
4
月
〜
26
年
3
月
）

決
算
の
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成25年度の決算状況

※ 　　　　内は
　前年度増減率
　（　　　）内は
　構成比

一般
会計

※各項目についての計数は表示単位未満を四捨五入したため、合計と一致しない場合があります。

市 　 税

地方交付税

国庫支出金

府 支 出 金

市 　 債

市民税、固定資産税、都市計画税、
市たばこ税、軽自動車税など

所得税など国税の一部を地方公共団
体の財政状況に応じて分配したもの

国が市の行う事業に対して負担金、補
助金、委託金などの形で支払うもの

府が市の行う事業に対して負担金、補
助金、委託金などの形で支払うもの

市が建設事業などを行うために国や金
融機関から借り入れたもの
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23億   648万3

1億4,835万7

2億 631万4

8億6,792万5

21億2,671万8

6億7,516万9

2億 235万4

10億6,717万2

1億7,976万5

△5億2,681万2

396万

△1億9,924万7

収　入
支　出
収　入
支　出
収　入
支　出
収　入
支　出

27億8,630万
24億9,240万
1億2,970万
15億2,335万6
1億2,866万1
1億2,939万8
13億4,921万6
14億6,989万3

平成25年度決算額 平成26年度現計予算額
支出済額（千円） 差　引（千円）収入済額（千円） 前年度繰越金を含む（千円）

収益的収支
（税抜き）

資本的収支

資本的収支

収益的収支

水
道
事
業

土
地
開
発
公
社

▶平成25年度会計別歳入歳出決算

▶平成25年度に実施した主な事業

会計区分 歳　入（千円） 歳　出（千円） 差　引（千円） 翌年度へ繰り越すべき財源 （千円） 実質収支（千円）
一般会計 436億8,770万9

167億1,119万7
59億2,863万5
89億1,958万7
13億3,856万2
14億8,362万2
780億6,931万2

2億6,888万6
△24億 622万9
△9億9,090万8

9,905万3
2,707万5

12億2,442万7
△17億7,769万6

117万3
0

8万
0
0
0

125万3

2億6,771万3
△24億 622万9
△9億9,098万8

9,905万3
2,707万5

12億2,442万7
△17億7,894万9

特
別
会
計

434億1,882万3
191億1,742万6
69億1,954万3
88億2,053万4
13億1,148万7
2億5,919万5

798億4,700万8

国民健 康 保 険
下 水 道 事 業
介 護 保 険
後期高齢者医療
財 産 区
合　　計

●セーフコミュニティ推進事業
●災害対策事業
●防犯灯補助事業
●商店街・小売市場等環境対策事業（商店街街路灯LED化）
●各公園・小中学校防犯カメラ設置
●幼児2人同乗用自転車購入費助成事業
●市内コンビニエンスストアAEDステーション設置
●庁舎北別館リニューアル事業
●消防署西分署建設事業
●消防ポンプ自動車購入事業
●消防梯子自動車購入事業
●救急活動支援通信端末の導入
●ごみ減量・啓発事業
●道路新設改良
・我堂一津屋線道路改良・三宅東3号線道路改良
・天美中央線道路改良・北新町南1号線外道路改良
・天美北28号線外道路整備・天美北61号線外道路整備
・天美北67号線道路新設・新堂南線新設

●歩道設置等
・新堂南線・新町中央線・上田2号線

●三宅東公園整備事業
●母子健康診査事業
●乳幼児医療費助成事業
●健康診査事業
●予防接種事業

●小児休日急病診療事業
●敬老祝券贈与事業
●幼稚園預かり保育事業
●教育アドバイザー配置事業（小学校・中学校・幼稚園）
●いきいき英語推進事業
●まつばら学校支援チーム事業
●四つ葉幼稚園建設事業
●各小学校トイレ改造事業（松原東小・河合小）
●恵我南小学校図書室空調設備新設事業
●中学校給食事業
●市民体育館改修事業
●松原がんばる市民応援事業
●地産地消普及促進事業（まつばらマルシェ）
●竹内街道1400年記念行事
●中小企業融資事業
●中小企業者経営改善事業
●空き店舗活用型雇用創出事業
●企業立地促進事業
●市民活動サポートサロン運営事業委託
●旅券事務事業
●松原市民バラフェスティバル事業

健
全
化
判
断
比
率
の
４
指
標

　
　
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回
る

◆
健
全
化
判
断
比
率（
表
１
）

　
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負
担
比
率

の
４
指
標
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

︻
連
結
実
質
赤
字
比
率
︼

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会
計
の

ほ
か
、
公
営
企
業
会
計
な
ど
「
松
原
市
の

全
会
計
」
に
生
じ
て
い
る
赤
字
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
松
原
市
全
体
と
し
て
の
財

政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
全
体
と
し
て
赤
字
は

生
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
個
々
の
会
計
で
見

る
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
赤
字
が

生
じ
て
お
り
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
他
会

計
の
黒
字
で
相
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

︻
実
質
公
債
費
比
率
︼

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会
計
が
負

担
し
た
公
債
費
や
公
債
費
に
充
当
さ
れ
た

公
営
企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
、
実
質

的
な
公
債
費
負
担
相
当
額
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
程
度
を
示
し
た
も
の
で
、
過

去
3
カ
年
の
比
率
の
平
均
値
で
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
退
職
手
当
債
に
係
る

償
還
費
の
増
な
ど
で
、
実
質
公
債
費
が
増

加
し
た
こ
と
に
加
え
、
充
当
可
能
特
定
歳

入
と
し
て
控
除
さ
れ
る
都
市
計
画
税
が
減

少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、10
・
6
％
（
前

年
度
比
０・５
ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

︻
将
来
負
担
比
率
︼

　

将
来
負
担
比
率
は
、
借
入
金
（
市
債
）

の
残
高
や
退
職
手
当
負
担
見
込
額
、
地
方

公
社
や
第
三
セ
ク
タ
ー
も
含
め
た
、
現
在

抱
え
て
い
る
負
債
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度

合
い
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

除
く
市
債
残
高
が
減
少
し
た
こ
と
に
加

え
、
職
員
年
齢
の
若
年
化
に
よ
る
退
職
手

当
負
担
見
込
額
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

１
０
７・５
％
（
前
年
度
比
９・７
ポ
イ
ン

ト
減
）と
改
善
し
ま
し
た
。

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
で

　
　
　
　
資
金
不
足
額
発
生
せ
ず

◆
資
金
不
足
比
率（
表
２
）

　
資
金
不
足
比
率
と
は
、
公
営
企
業
の
資

金
不
足
を
、
そ
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経

営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
水
道
・
下
水
道
事
業

会
計
の
い
ず
れ
も
資
金
不
足
額
が
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。　

　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、財政が悪化した団体に対して早期に健全化を促すことを目的とした
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、本市の平成25年度決算において算定された健全化判断比率
および資金不足比率を公表します。▶問合せ　財政課

① 実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④ 将 来 負 担 比 率

早期健全化基準  財政再生基準指　標　名 本市の比率 基準値（平成25年度）

－
－
9.0
120.1

－
－
10.1
117.2

－
－
10.6
107.5

12.17
17.17
25.0
350.0

20.00
30.00
35.0

水 道 事 業 会 計
下水道事業特別会計

経営健全化基準指　標　名 基準値（平成25年度）

20.00

本市の比率

－
－

－
－

－
－

① 実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④ 将 来 負 担 比 率

早期健全化基準  財政再生基準指　標　名 本市の比率 基準値（平成24年度）

－
－
7.6
115.9

－
－
9.0
120.1

12.19
17.19
25.0
350.0

20.00
30.00
35.0

水 道 事 業 会 計
下水道事業特別会計

経営健全化基準指　標　名 基準値（平成25年度）

20.00

本市の比率

－
－

－
－

H25年度 H24年度

H25年度 H24年度

H23年度 H24年度 H25年度

H23年度 H24年度 H25年度

地方公共団体の財政の健全化に関する法律における

健全化判断比率などの算定結果について

（表1）平成25年度決算に基づく健全化判断比率

（表2）平成25年度決算に基づく資金不足比率

※①実質赤字比率、
②連結赤字比率に
おいて、赤字額が
ない年度は「ー」と
表示しています。

※各会計において、
資金不足額がない
年 度 は「ー」 と 表
示しています。
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550

◆自治功労者
●市議会議員　
橋本邦寿　山本眞吾
●自治振興会役員　
池尻勝美　今村隆義　岩崎美根男　
上村みち子　江藤万里子　
大川ヤス子　大西信子　奥野和雄　
川西弘　小松崎雄寿　篠本悦子　　
篠本博　佐野伴子　芝内多恵子　
島津勝　園田美佐子　綱正勝　
寺嶋サツキ　中野以佐子　早川洋　
原田美智香　樋野徳久　平田悦子　
平松佐知子　松野武　宮坂會代子　
宮崎カツヨ　村井康純　森川順吉　
保田善子   山田弘晃　山本益三
●財産区管理委員　
辻本泰彦　山本悟　
●固定資産評価審査委員会委員　
山口幸夫
◆福祉民生功労者
●歯科医師会役員　
今岡工　谷泰一郎
●歯科衛生士会役員　
原田女久美
●保護司　
石田彰博　夏野佳典　平井傅子
●更生保護女性会役員　
坂下久佐子
●赤十字奉仕団役員　
林秀行
●福祉委員会役員　
井上和枝　大利雅博　小笠原ミチ子
岸田幸子　篠本幸子　鈴木賴子　
田中和子　妻屋宏　村田かづよ　
山﨑淑子　山本貞三　山本博志
●地域活動栄養士会役員　
西田恵子
●身体障害者福祉会役員　
鮎川和
●老人クラブ連合会役員　
東地義郎　望月育郎

●難病連絡会役員　
森智惠子
●遺族会役員　
大浦英子
●えるで家族会役員　
大塚佐知子
●くすの木会役員　

川健次
◆消防・防犯功労者
●消防団員　
一瀬仁　大西一男　笠原勝義　
芝池貴司
●堀町会連合会自衛消防隊員　
岸田清和　佐藤實　下田隆　
福井恵次　藤本曜一　松岡義則
●芝連合町会自衛消防隊員　
斉藤実　冨田隆夫　樋口隆久　
朴木照光　吉田謙二
●一津屋町防災会員　
黒岡喜典
●火災予防協会役員　
松岡義則　山本敏広　　
●婦人防火クラブ員　
五十嵐艶子　猪木悠紀子　
齋藤とよみ　田中茂子　松本洋子　
和田鈴代　
●防犯委員
井原尚雄　長田清美　長谷川龍二　
増田大判　故俣野善弘
◆教育文化功労者
●教育委員会委員　
惠我敬子
●スポーツ推進委員　
中山洋子
●スポーツ振興会役員　
花房浩一　松薗孝子
●文化連盟役員　
上田由紀子　岡谷袈津子　坂井信花
島美都里　吉岡信雄　和田恭子　
●地域婦人団体協議会役員　
末吉霞

●グラウンド・ゴルフ協会役員
髙橋和代　
●サッカー連盟役員　
稲村秀夫
●柔道連盟役員
芝野雅一　
●ソフトボール連盟役員　
田中一郎
●卓球連盟役員　
井手岡加代子
●軟式野球連盟役員　
川路隆行
●バドミントン協会役員　
原恵子
●バレーボール協会役員　
山内郁代
●ボウリング連盟役員　
宇都弘恭
●野外活動連盟役員　
早川國男
●個人　
池川勇気　伊藤聡貴　因幡千尋　
井上源市　大西英輝　大森知子　
川嵜優　河谷佐助　木村奈緒　
駒方桃子　田口明美　田中青空　
寺岡咲花　豊田勝徳　中谷琴乃　
西田真司　長谷川さゆり　
長谷川遼人　東川実奈美　肥田唯花
藤原莉緒　舩﨑愛華　古谷嘉章　
松村和真　三澤夏陽　南友之輔　
森下良平　籔田寿衣　山口未来　
山本志龍　横山龍太郎　吉村尚己　
葭矢雄太
●団体　
大阪府立大塚高等学校陸上競技部　
大阪松原　
阪南大学サッカー部　
阪南大学トランポリン部

地域の発展・文化の向上の貢献をたたえ

表彰状・感謝状を贈呈
　自治、福祉民生、消防・防犯、教育文化など、松原市の発展にご貢献いただいた皆さんに表彰状および感謝
状を贈呈する「平成26年度松原市表彰式並びに松原市教育委員会表彰式」が文化の日の11月3日、松原市文化
会館で行われました。受賞されたのは次の皆さんです（敬称略、順不同）。　問合せ　秘書広報課　教育政策課

◆市政協力者関係
●元自治振興会役員　
内村美智子　黒岡喜典　西本嘉次　
山田弘三　
●元一津屋町防災会員　
猪俣広　
●元公民館運営審議会委員　
倉本朋子
●善行　
浅田昇　池田弘治　江崎運送株式会社
太田正彦　岡嶋清一　
河合ひまわりグループ　木下薫　
木村慶三　小林義勇　齊藤タカ子　
坂下不二子　茂見カヲル　下山照代
田中輝美　谷口信子　土橋章　
土橋泉　土橋美恵子　土橋豊　
永田和子　永田広吉　永田博俊　
永田陽子　永田利一　西口鉄太郎　
林知明　林千恵美　林仁美　林幸雄
平井清一郎　藤田省三　牧野清三　
松井安治良　三木隆　三木猛　
三木基成　森田忠義　森田吉浩　
山下真智子　与那嶺幸子

●寄附者　
幸南食糧株式会社
●個人　
有本美沙紀　安藤寛太　石井純　
石川詩恩　石田もも　板本一真
因幡知哉　入江朗　上田啓太　
大窪あすか　大谷茉由　逢野崇大　
大室豪槻　岡田紳之介　岡村龍樹　
岡本藍人　沖本海人　奥村航汰　
奥村拓海　奥村友里菜　片野坂拓人
神谷和輝　河上陸士　河裾充晃　
河田哲治　川又健太　河本宏紀　
喜入将光　北方佳祐　北口豊史　
橘田佳苗　久保元人　久米晶　
河野千春　小早川理奈　齊藤大己　
坂田千奈　阪本啓太　迫川勝也　
佐々木風羽　貞永葵生    貞永茉白　
佐藤鈴美　末吉塁　髙木亮太　
田形智寿人　髙橋和代　竹島雄也　
竹村達也　辰野孝汰　巽愛寿沙　
建石帆乃香　田中敬子　谷川義喜　
中馬孝太　辻隼人　辻岡翼　
津田萌咲　友渕貫太　豊田景太　

鳥山龍実　長崎健太郎　中田嵐志　
仲田昌人　仲野衣美　西啓子　
西原まどか　西山晃平　東本麻由　
平井大義　平田陵　福重智貴　
堀川拓真　眞喜志幸奈　松井雛　
松田唯澄　松本萌　丸山葵
丸山貴司　三浦そら　水野慎己　
三原寛代　村上暁央　村野知永　
森部雅也　森本大地　薬師寺泰介　
八倉陽向　安原健太　薮中紅葉
薮中勇人　山口千怜　山口晴緒　
山口舞　山下大樹　山下保樹　
山田善太　山根吉平　山本将真　
横山恭平　渡辺啓太　
●団体　
大阪Ｋ.Ｋ.Ｋ　
大阪府Ａ　
大阪府立大塚高等学校男子バレー
ボール部　
阪南大学体育会空手道部

◆学校教育功労者
●教育委員会委員　
伊藤幸二
◆学校園保健功労者
●学校医　
可児弘行　益海信一朗
◆青少年育成功労者
●松原市青少年指導員協議会　
有田麗子　泉尾妙子　井場正一　
大西敏浩　小野元久　小畑秀之　
下塩見亨　田邉雄三　綱本やよい　
中島仁美　中村美保子　中山真由美
春田泰子　山田了子
◆社会教育功労者
●松原市立公民館運営審議会　
松野昌幸
●松原市地域教育協議会　
佐野恭彦
●松原市文化連盟　
梅澤光男　川野卓志　渡邊與志子
●松原市地域婦人団体協議会　
寺西美智枝

◆社会体育功労者
●グラウンド・ゴルフ協会　
植田はつね
●柔道連盟　
佐野大輔
●ボウリング連盟　
重見勝治
●ゲートボール協会　
杉﨑悦子
●サッカー連盟　
田中利幸
●空手道連盟　
外山昭一
●ペタンク協会　
萩野規矩夫
●硬式テニス連盟　
畑下修葊
●バスケットボール連盟　
平野理世
●卓球連盟　
宮脇 之
●バレーボール協会　
横江啓二

●松原市スポーツ振興協議会　
大塚弘二　倉田茂　小谷弘　
十川誠喜　若林喜代子
◆社会教育功労団体　
松原市立天美北小学校芝生化実行委員会
松原市立河合小学校芝生管理委員会 
◆児童・生徒　
●松原市立恵我南小学校　
田中茅生
●松原市立松原第四中学校　
守岡大輔

松　原　市　表　彰

教　育　委　員　会　表　彰
表　彰　状

感　謝　状

表　彰　状

▲市民憲章を朗読する松原第三中学校の
金子晟也さんと吉村美賀さん
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11
月
25
日
に
﹁
大
阪
市
・
八
尾
市
・
松

原
市
環
境
施
設
組
合
﹂を
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
焼
却
施
設
を
持
た
な
い
と

い
う
松
原
市
の
長
年
の
懸
案
課
題
が
解
決

さ
れ
ま
す
。

︻
メ
リ
ッ
ト
︼

・
安
定
・
継
続
し
た
ご
み
処
理
を
行
う
こ

　
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・
松
原
市
独
自
の
焼
却
施
設
を
建
設
す
る

　
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。　
　

︻
松
原
市
の
ご
み
の
現
状
︼

　
平
成
25
年
度
に
松
原
市
か
ら
発
生
し
た

ご
み
の
量
は
、
１
日
当
た
り
約
94
・
85
ト

ン
、
年
間
で
は
お
よ
そ
３
万
４
千
６
２
０

ト
ン
に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
３
市
で
ご
み
の
共
同
処
理
を
始
め
ま
す

　
ま
た
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
年
間
の
費
用

は
約
17
億
円
。市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、

年
間
で
約
１
万
４
０
０
０
円
を
負
担
し
て

ご
み
処
理
を
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

︻
今
後
も
よ
り
一
層
ご
み
の
減
量
化
が
大

切
な
理
由
︼

　
一
部
事
務
組
合
で
の
ご
み
処
理
費
用
に

つ
い
て
は
、
大
阪
市
・
八
尾
市
・
松
原
市

の
各
市
で
排
出
し
た
可
燃
ご
み
量
の
割
合

で
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
よ

り
一
層
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政

策
課

MATSUBARA

YAO

OSAKA

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金に関するお知らせ
申請・受付期間は 12月26日㈮までとなります。  

　また下記のような人は専用コールセンターへお問い合わせ、もしくは申請・受付会場へお越しください。
・「申請書が届いたが記入方法がわからない」
・「自分はどちらかの給付金の対象になるのではないか」
　詳細は広報まつばら9月号または市ホームページをご覧ください。

   まだ申請がお済みでない人はお急ぎください。

●申請・受付期限・会場

とき　12月26日㈮まで
　　　（平日　午前9時〜午後5時30分）
ところ　松原市役所北別館1階給付金窓口
　　　（右地図参照）

「臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特例給付金」
専用コールセンター (☎349−3201)

平日　午前9時〜午後5時30分

問合せ

▲臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金　申請・受付会場

長
年
の
懸
案
課
題
が
解
決

通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
環境政策課　☎337−3127
危機管理課　☎337−3151

市民協働課　☎337−3103
子ども未来室（子育て支援係）　☎337−3118

リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
ん
あ
ん
」を

　
　
　
　
　
　
発
行
し
て
い
ま
す

　
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
を
考
え
る
上
で
、

子
ど
も
の
け
が
の
予
防
と
虐
待
防
止
が
大

き
な
課
題
と
と
ら
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

目
に
し
や
す
い
場
所
に「
あ
ん
あ
ん
」と
い

う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
内

の
小
児
科
、
皮
膚
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
歯

 

子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　 

取
り
組
み
に
つ
い
て

安
全
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
松
原
東
小
学
校
で
は
、
安
全
マ
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
子
ど
も
自
身
が
学
校
内
で
け
が

を
し
た
場
所
を
シ
ー
ル
で
示
し
、
対
策
を

考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　
安
全
マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
で
子
ど
も
た

ち
は
、
危
険
個
所
を
認
識
し
自
分
た
ち
で

学
校
の
安
全
を
考
え
て
い
ま
す
。

科
の
医
療
機
関
に
、
掲
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
「
あ
ん
あ
ん
」に
は
、
子
ど
も
の
け
が
の

防
止
の
た
め
、
幼
稚
園
で
実
施
し
て
い
る

運
動
遊
び
や
自
宅
内
で
の
事
故
予
防
の
啓

発
、
ま
た
児
童
虐
待
防
止
の
記
事
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
子
ど
も
の
安
全
対
策

委
員
会
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
ど
も
未
来
室

子
育
て
に
は

　
不
安
や
悩
み
が
つ
き
も
の
で
す

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
び
の
び

（
☎
３
３
３・
６
９
７
７
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く

（
☎
３
３
５・
６
１
１
９
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
だ
ち
広
場

清
水
保
育
園
内（
☎
３
３
５・１
０
５
０
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
ぃ
～
す
Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｓ　
ま
つ
ば
ら
駅
前
お
お
ぞ
ら
保
育
園

内（
☎
３
３
８・
０
２
８
８
）

●
子
ど
も
未
来
室（
☎
３
３
７・３
１
１
８
）

▲出典：松原市における救急搬送データ
　　　　　　（平成 25 年）

12 歳以下の児童のけがの状況 転
倒
・
転
落
に
よ
る
け
が
が

　
全
体
の
35
％
を
占
め
て
い
ま
す

　
子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
12
歳
以
下
の
子
ど
も
の
け

が
の
原
因
で
１
番
多
い
の
が
転
倒
・
転
落

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
場
所
に
つ
い
て
は
、
就
学
前
児
童
は
自

宅
で
の
け
が
が
多
く
、
小
学
生
で
は
学
校

で
の
け
が
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▲安全マップ

▲▶リーフレット「あんあん」

宿直室

市民ロビー

正面玄関

東出入口

Ｗ
Ｃ

Ｗ
Ｃ

総
合
案
内

国道309号線

西出入口

キッチンはな

入口

申請・受付会場

駐車場入口

駐
輪
場

駐
輪
場

北別館

回
廊

今
井
戸
川

N

市民プラザ

　この計画は、本市の地域にお
ける防災（災害予防対策、災害
応急対策および災害復旧・復興
対策）に関して、市、府、その他
指定地方公共機関などが処理す
べき事務、または業務の大綱な
どを定めることにより、地域並
びに住民の生命、身体および財
産を災害から保護することを目
的としています。
　そこで、この計画の改訂にあ
たり、内容に関して皆さんのご
意見を募集します。
※意見の提出期間や方法など詳
細については、市ホームページ
をご覧ください。
●問合せ　危機管理課

松原市地域防
災計画（案）

に対する

ご意見・ご
提案を

お聞かせく
ださい
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情　報
ひろば
information

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

地域保健課　☎337−3125　☎337−3126
保険年金課　☎337−3123

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

（食事バランスガイド 
副菜1SV，主菜2SV）

ヘルスメイトがおすすめ！今月のレシピ　もっとお魚を食べよう　第7弾！
「生鮭の酒蒸し煮」

【材料】  (4人分）生鮭４切れ、玉ねぎ1/2個、人参1/3本、ピーマン1個、酒大さじ3、
水大さじ5、塩・こしょう少々　【作り方】①生鮭は軽く塩・こしょうをし10分ほどお
く。②野菜はすべて千切りにする。③フライパンに②の野菜の半量、生鮭、残りの野
菜の順に入れる。④酒をふりかけ、水を加えてから中火で加熱し、煮立ったらふたをし、
弱火で7 〜 8分蒸し煮にする。⑤皿に鮭を盛り、千切り野菜も盛りつける（お好みでレ
モン汁、ポン酢、マヨネーズなどをかけて）。 ※野菜たっぷり料理は「まったら愛っ娘
〜松原育ち〜」で検索！毎月市facebookでも配信中。▶問合せ　地域保健課

保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談

　　
60
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、保
健
師
・

看
護
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

※
つ
る
か
め
苑
の
み
午
後
１
時
～
２
時
30
分

▼
日
程
・
と
こ
ろ　
　

◎
12
月
4
日
㈭　
弁
天
苑

◎
12
月
18
日
㈭　
松
寿
苑

◎
12
月
25
日
㈭　
松
南
苑

◎
1
月
6
日
㈫　
新
町
福
寿
苑

◎
1
月
7
日
㈬　
つ
る
か
め
苑

◎
1
月
15
日
㈭　
恵
寿
苑

◎
1
月
22
日
㈭　
高
見
苑

◎
1
月
27
日
㈫　
天
美
荘

▼
問
合
せ　
地
域
保
健
課

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
ご
案
内

　　
５
年
に
一
度
受
診
で
き
る
節
目
検
診
で

す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
ご
自
身
の

骨
の
健
康
度
を
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

受
診
時
に
満
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
（
該
当
年
齢

中
1
回
）
※
申
し
込
み
の
時
点
で
対
象
年

齢
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
受
診
日
に

対
象
年
齢
に
達
し
て
い
れ
ば
受
診
で
き
ま

す
。 

▼
内
容　
問
診
・
腕
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

に
よ
る
骨
密
度
測
定　
▼
と
き　

２
月
2

日
㈪
、3
月
12
日
㈭　
※
事
前
予
約
必
要
・

各
日
と
も
に
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。
▼
と
こ
ろ　
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
問
合
せ　
地
域
保
健
課

脳
ド
ッ
グ
受
診
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
助
成

　
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象　
満
40
歳
以
上
の
市
民　
▼
助
成

額　
１
万
円　
▼
医
療
機
関　
阪
南
中
央

病
院
、
松
原
徳
洲
会
病
院
、
明
治
橋
病
院
、

オ
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク　
▼
申
込
み　
地
域
保

健
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ

地
域
保
健
課（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

「色覚検査について」

岡田眼科（上田３丁目）
院長　岡

お か だ
田　安

や す し
司

　かつて、小学4年生を対象に学校で色覚検査が行われ
ていました。しかし、「色覚検査をすることは差別につな
がる」などの声があがり、平成14年に学校保健法を改正、
検査の施行義務がなくなっています。任意で検査を行う
場合は保護者の同意が必要とされ、15年度以降、ほとん
どの学校で検査が実施されなくなりました。
　色覚異常があっても日常生活では支障がない人がほと
んどですが、安全上の理由などで「色覚が正常であること」
を求められる職業や、就職時に制限がない場合でも、就
職してから困惑するケースも見受けられました。
　昨年、児童生徒などが自身の色覚の特性を知らないま
ま卒業を迎え、就職に当たって初めて色覚による就業規
制に直面するという実態が報告されました。
　このため、今春に文部科学省より、学校医による健康
相談において、事前の同意を得て、適切な対応ができる
体制を整えることや、教職員が色覚異常に関する正確な
知識を持ち、配慮を行うとともに、児童生徒などが自身
の色覚の特性を知らないまま不利益を受けることのない
よう、保健調査に色覚に関する項目を新たに追加するな
ど、より積極的な対応の必要性が通知されています。各
自の適性を尊重した上で、将来の夢を壊すことのない指
導が望まれます。

健

ガ

康

イ ド

　各施設の休館・休務期間中、皆さ
んにはご迷惑をおかけしますが、間
違いのないようご注意ください。
　なお、出生・死亡・婚姻などの戸
籍の届け出は、年末・年始の休みの
間も、市役所西出入り口宿直室で受
け付けしています。　

●ごみの収集日程　

●施設の休館・休務日　

◆資源ごみ（缶･びん･ペットボトル・古紙・プラスチック
製容器包装）
◎缶･びん･ペットボトル･･･1月1日㈷、1月2日㈮の収集
地区は、12月27日㈯に収集。
◎古紙･･･12月31日㈬は収集します。
◎プラスチック製容器包装･･･1月1日㈷、1月2日㈮の収
集地区は休み。
年末は12月31日㈬まで、年始は1月5日㈪から「収集日程
カレンダー」どおり収集します。
◆廃家電収集　
12月27日㈯から1月4日㈰まで受け付け
していません。

市役所は　年末は12月27日㈯から 　
               年始は1月4日㈰まで 休みです

●病気やけがをしたら　

市役所一般業務
柴垣老人福祉センター
各老人福祉センター
市民体育館・道夢館
各運動広場
ふるさとぴあプラザ
ゆめニティプラザ
総合福祉会館
文化会館
松原･天美･三宅･新町･中央公民館   
各図書館

12月 1月

29日㈪から 3日㈯まで

29日㈪から 5日㈪まで

27日㈯から 4日㈰まで

12月は年末特別収集を実施しています
（広報まつばら11月号16ページをご覧ください）

年末は12月27日㈯まで平常どおり
平常どおり
平常どおり
平常どおり

第1・第2木曜日の収集地区
第1・第2金曜日の収集地区
第1・第2土曜日の収集地区

年始は1月12日㈷から平常どおり

1月5日㈪
1月6日㈫
1月7日㈬

1月8日㈭
1月9日㈮
1月10日㈯

不
燃
物
・
粗
大
ご
み

可
燃
ご
み

年末は12月31日㈬まで平常どおり

年始は1月5日㈪から平常どおり
1月1日㈷～1月4日㈰ 休み

12月は年末特別収集を実施しています
（広報まつばら11月号16ページをご覧ください）

年末は12月27日㈯まで平常どおり
平常どおり
平常どおり
平常どおり

第1・第2木曜日の収集地区
第1・第2金曜日の収集地区
第1・第2土曜日の収集地区

年始は1月12日㈷から平常どおり

1月5日㈪
1月6日㈫
1月7日㈬

1月8日㈭
1月9日㈮
1月10日㈯

不
燃
物
・
粗
大
ご
み

可
燃
ご
み

年末は12月31日㈬まで平常どおり

年始は1月5日㈪から平常どおり
1月1日㈷～1月4日㈰ 休み

小児科診療　12月30日㈫〜 1月3日㈯

◆松原市小児休日急病診療事業
受付　午前9時30分〜 11時30分
　　　午後1時〜 4時　　　
松原徳洲会病院　
☎334−3400　天美東7丁目13−26

◆南河内北部広域小児急病診療事業
受付　午後5時30分〜 9時30分
診療　午後6時〜 10時
羽曳野市立休日急病診療所（保健センター 2階）
☎072−956−1000　羽曳野市誉田4丁目2−3

◆救急安心センターおおさか
（医療機関案内・救急医療相談窓口）
「医師」「看護師」「相談員」が24時間・365日受付
☎#7119(携帯電話・プッシュ回線固定電話のみ）
☎06−6582−7119（固定電話（IP・ダイヤル回
線など））

寺下病院　  　　☎333−1411
岡7丁目191−1

松原徳洲会病院  ☎334−3400
天美東7丁目13−26

松原中央病院　  ☎331−4161
阿保1丁目2−32

松原徳洲会病院  ☎334−3400
天美東7丁目13−26

明治橋病院　  　☎334−8558
三宅西1丁目358−3

阪南中央病院　  ☎333−2100
南新町3丁目3−28

内
科
・
外
科

内科・外科診療　午前10時〜午後5時

内
科
・
外
科

12月30日㈫

12月31日㈬

1月1日㈷

1月2日㈮

1月3日㈯

内
科
・
外
科

内
科
・
外
科

●亡くなった犬・猫
　および小動物は

◆年末年始の引き取りについて　年末　12月30日㈫まで　年始　1月5日㈪から
※市役所への持ち込みは、年末・年始も宿直室で受け付けています。
問合せ　環境予防課

内
科

外
科

年末・年始のお知らせ

保険証や医療証が必要

通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

地域保健課　☎337−3125　☎337−3126
人権交流室　☎337−3101

消防本部警防課　☎332−3103　危機管理課　☎337−3151
消防署救急係　☎332−3104　教職員課　☎337−3132

●HIV即日検査（抗体検査）【無料、匿名可】毎週水曜日/午
前9時30分〜 10時30分　年内の最終日は12月24日　
●肝炎ウィルス検査【無料、予約制】第2･4水曜日/午後
1時30分〜 2時30分　●風しん抗体検査【無料、予約制】
第2･4水曜日/午後1時30分〜 2時30分　●こころの健
康相談【無料、予約制】 こころの病気、ひきこもり、アルコー
ル依存症など。精神科医、精神保健福祉担当者などが相談
に応じます。 ●医療機関に関する相談【無料】 毎週月〜金
曜日/午前9時15分〜午後0時15分、午後1時〜 4時

生活衛生室　☎072−952−6165
●水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）【有料、
予約制】　依頼の際はお問い合わせください。年内の最終
受け付けは12月17日　●腸内細菌検査【有料】（赤痢菌・
チフス菌・パラチフスＡ菌・サルモネラ属菌・腸管出血性大
腸菌O157）　毎週月･火･水曜日/午前9時30分〜正午　年
内の最終受け付けは12月17日　●寄生虫卵検査・ぎょう
虫卵検査【有料】 　毎週月〜木曜日/午前9時30分〜正午　
年内の最終受け付けは12月18日　●室内空気検査（ホル
ムアルデヒド･VOC）【有料、予約制】　依頼の際はお問
い合わせください。

住所　藤井寺市藤井寺1−8−36
☎072−955−4181（代表） ※市外局番
からおかけください。
HP　http://www.pref.osaka.lg.jp/
fujiiderahoken/

献血にご協力を

とき・ところ
12月29日㈪
　河内天美駅前
　午前10時〜午後4時
　※400ｍｌ献血のみ
問合せ
松原市社会福祉協議会

（☎333−0294）

歯
科
健
康
相
談

▼
と
き　
12
月
15
日
㈪　
午
後
1
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー　
▼
定

員　

6
人
（
予
約
制
）  

▼
申
込
み　

電

話
で
地
域
保
健
課
へ
。

市
内
の
地
域
医
療
機
関
講
演
会

　

市
内
の
病
院
で
は
、
地
域
医
療
向
上
の

た
め
、
次
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
各
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ･

と
き
・
内
容

●
松
原
徳
洲
会
病
院

◎
天
美
我
堂
旧
公
民
館　
い
ず
れ
も
午
後

2
時
30
分
～

○
12
月
4
日
㈭「
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま

す
か
？
介
護
保
険
」「
高
齢
者
肺
炎
の
予
防
」

○
12
月
18
日
㈭
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
補

助
金
制
度
」「
女
性
の
排
尿
障
害
」　

▼
問
合
せ　
松
原
徳
洲
会
病
院（
☎
３
３

４・
３
４
０
０
）

12月1日は世界エイズデー

「AIDS IS NOT OVER 

～まだ終わっていない～」

●即日検査　毎週水曜日（祝祭日除く）
　（HIV検査）  午前9時30分〜 10時30分
　無料・匿名可・予約不要
●実施場所　大阪府藤井寺保健所
　（藤井寺市藤井寺1−8−36）
●電話番号　☎072−955−4181（代表） 
　※市外局番からおかけください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

新
春
恒
例
「
消
防
出
初
式
」

　
１
月
11
日
㈰　
午
前
10
時
～

　
大
和
川
西
青
少
年
運
動
広
場

　
年
頭
に
あ
た
り
、

無
火
災
・
無
災
害

を
祈
念
す
る
と
と

も
に
安
心
・
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
、
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、

消
防
車
両
、
消
防

職
員
、消
防
団
員
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
行
進
や

一
斉
放
水
な
ど
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
に
よ
る
規
律
訓
練
を
行

い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
部
隊
行
動
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
、
消
防
活
動
に
必
要
な
厳

正
な
る
規
律
や
隊
員
の
品
位
・
団
結
力
の

向
上
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
の
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雨
天
時
は
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

に
て
式
典
の
み
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
式
典
に
伴
い
、
一
時
消
防
車
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課

浴
槽
で
の
溺
水
事
故
に
注
意
！

　
浴
槽
内
で
の
溺
水
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
急
激
な
温
度
変
化
は
危
険
で
す
。

特
に
高
齢
の
人
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
入
浴
前
に
脱
衣
室
と
浴
室
を
暖
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
長
湯
は
や
め
ま
し
ょ
う

③
お
湯
の
温
度
は
38
～
40
度
に
設
定
し
、

浴
槽
へ
の
出
入
り
は
ゆ
っ
く
り
と
行
動
す

る
様
に
し
ま
し
ょ
う

④
時
々
、
家
族
の
人
が
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

携帯メールアドレスを
「おおさか防災ネット」に登録していただくと
・特別警報、大雨洪水警報などの気象情報、台風、地震・津波　
　情報、土砂災害警戒情報、水防警報情報
・災害時の避難準備情報・避難勧告・避難指示
・その他緊急情報（お知らせ情報の配信を希望された人）など　　
　地域（市町村）別の防災情報を携帯電話にメール配信します。
■防災情報メールの登録は 

「touroku@osaka-bousai.net」または、右のQR
コードを読み取り、空メールを送信して手続を行っ
てください。  
　なお、登録料は無料ですが、メール受信にかか
る通信料は必要です。
　詳しくはおおさか防災ネットをご覧ください。
主な掲載内容は
・府内発表の気象警報、地震、津波、台風情報
・河川、雨量情報、交通・道路・ライフライン情報
・防災(ハザード）マップ、防災情報メールの登録方法 など
PCサイト http://www.osaka-bousai.net/
携帯サイト http://www.osaka-bousai.net/mobile/pref/
▶問合せ　危機管理課

防災情報を手軽にあなたのもとへ　
「防災情報メール」に登録しましょう

注
意
点

★
入
浴
前
後
に
水
分
補
給

★
血
圧
の
チ
ェ
ッ
ク

★
飲
酒
後
の
入
浴
は
控
え
る

★
体
調
が
万
全
で
な
い
と
き
は
入
浴
し
な
い

　
意
識
が
遠
く
な
っ
た
と
き
は
、
浴
槽
の

栓
を
抜
き
す
ぐ
に
助
け
を
呼
び
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ　
消
防
署
救
急
係

●
阪
南
中
央
病
院

◎
松
南
苑　
12
月
19
日
㈮　
午
後
1
時
30

分
～
（
受
け
付
け　

午
後
1
時
～
） 「
知

っ
て
い
る
よ
う
で
、
知
ら
な
い　
栄
養
の

は
な
し
」

▼
問
合
せ　
阪
南
中
央
病
院（
☎
３
３
３
・

２
１
０
０
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

や
ん
ち
ゃ
ま
フ
ァ
ミ
リ
ーw

ith

母
親
の
た
め
の
ピ
ア
サ
ロ
ン　

 
「
コ
コ
・
カ
ラw

ith

」

　
お
母
さ
ん
が
安

心
し
て
話
せ
る
場

で
す
。

★
12
月
の
サ
ロ
ン
テ
ー
マ

◎
16
日「
子
ど
も
と
一
緒
に
作
る
お
せ
ち
」

▲人権推進指導員
設置店ステッカー

◎
23
日「
子
育
て
何
で
も
相
談
」

※
テ
ー
マ
が
あ
る
の
は
第
３・
４
週
の
み

▼
と
き　
◎
12
月
2
日
・
16
日
㈫
は
午
前

10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分　
◎
12
月
9

日
㈫
・
23
日
㈷
は
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　
12
月
9
日
・
16
日
㈫
は
、は
ー

と
ビ
ュ
ー
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
12
月

2
日
㈫
・
23
日
㈷
は
ゆ
め
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

予
約
専
用
電
話（
☎
０
７
０・
６
５
４
０
・

８
８
１
４
）  

※
24
時
間
予
約
可
能　
▼
問

合
せ　
人
権
交
流
室

ご
存
知
で
す
か
？
「
宅
地
建
物
取

引
業
人
権
推
進
指
導
員
制
度
」

　
大
阪
府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の
場
に

お
け
る
同
和
地
区
に
対
す
る
差
別
や
入
居

差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な
く
し
て

い
く
た
め
、
業
界
団
体
と
連
携
し
、「
宅

地
建
物
取
引
業
人
権
推
進
指
導
員
」
の
養

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
権
推
進
指
導
員
を
設
置
す
る
宅
地
建

物
取
引
業
者
の
事
務
所
に
は
、
次
の
ス

テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.
osaka.lg.jp/kenshin/sido-jinken/
shidoin.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

建
築
振
興
課（
☎
06
・

６
９
４
１・０
３
５
１

内
線
３
０
８
３
、３
０

８
４
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に

　
　
就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
27
年
４
月
に
、
小
・
中
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
、
入
学

す
る
学
校
名
、
入
学
式
の
日
程
な
ど
を
記

載
し
た「
就
学
通
知
書
」
を
12
月
中
旬
か
ら

送
付
し
ま
す
。
ご
自
宅
に
届
か
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
転
出
や
転
居
な
ど
に
よ
り
就
学
指
定
校

が
変
更
に
な
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
立
や
私
立
の
小
・
中
学
校
に

就
学
す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

入
学
す
る
学
校
の
入
学
許
可
書
と
就
学
通

知
書
を
教
職
員
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
小
学
１
年
生
の
就
学
通
知

▼
対
象　
市
に
住
民
登
録
し
、
平
成
20
年

４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
児
童　
※
市
立
小
学
校
へ
の
就
学
を
希

望
す
る
外
国
籍
の
児
童
で
、
就
学
申
し
込

み
を
し
て
い
な
い
場
合
は
教
職
員
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
新
中
学
１
年
生
の
就
学
通
知

各
小
学
校
を
通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
教
職
員
課
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

子ども未来室（子育て支援係）　☎337−3118
高齢介護課（高齢支援係）　☎337−3113

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

今
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
支
払
い
月
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
を
12
月
11
日
㈭
に
振
り

込
み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
口
座

へ
の
入
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
を
子
ど
も
未
来
室
へ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
入
金
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
子
ど
も
未
来
室

あ
な
た
の
ぬ
く
も
り
が

　
　
　
　
　
こ
の
子
の
や
さ
し
さ

～
大
阪
府
里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
～

▼
と
き　
12
月
14
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
～

4
時　
▼
と
こ
ろ　
千
里
文
化
セ
ン
タ
ー

「
コ
ラ
ボ
」
2
階
集
会
場
（
北
大
阪
急
行

「
千
里
中
央
」駅
下
車
徒
歩
2
分
）  

▼
内
容

里
親
さ
ん
の
体
験
談
、
里
子
さ
ん
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
対
象　

大
阪
府
民　

▼
保
育　

お
お

む
ね
1
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
（
要
予

約
）  

▼
主
催　

大
阪
府
、
大
阪
里
親
連

合
会　
▼
問
合
せ　
大
阪
府
福
祉
部
子
ど

も
室
家
庭
支
援
課
（
☎
06
・
６
９
４
４･

６
３
１
８
）

児童扶養手当の支給要件が
一部改正されました

※受給している年金額が手当額より低いかどう
かは、子ども未来室へお問い合わせください。

　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、
老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給
している人は児童扶養手当を受給できません
でしたが、平成26年12月以降は、年金額が
児童扶養手当額より低い人は、その差額分の
児童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには子ども未
来室への申請が必要です。

41,020 円

41,010 円～9,680 円

5,000 円

1 人増える毎に 3,000 円

全部支給（1人目）

一部支給（1人目）

2人目

3人目以降

◆児童扶養手当額（月額）

▶問合せ　子ども未来室

介
護
予
防
支
援　

き
ら
り
活
動
事
業
開
始
に
と
も
な
い

き
ら
り
活
動
員
を
募
集
し
ま
す

︿
き
ら
り
活
動
事
業
と
は
﹀

　
き
ら
り
活
動
員
が
、
社
会
参
加
活
動
を

通
し
て
自
身
の
介
護
予
防
に
つ
な
げ
、
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

︿
き
ら
り
活
動
員
対
象
者
﹀

　
65
歳
以
上
で
下
記
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
人

①
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

②
要
支
援
1
・
2
の
人

※
事
前
研
修
を
受
け
活
動
員
に
登
録
し
、

介
護
施
設
や
公
共
施
設
な
ど
で
話
し
相

手
、
行
事
の
手
伝
い
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

1
時
間
の
活
動
で
1
ポ
イ
ン
ト
と
し
、

年
間
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
ポ
イ
ン
ト
に
応

じ
て
交
付
品
（
例
え
ば
、
年
間
上
限
の

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
れ
ば
５
０
０
０

円
相
当
）に
交
換
で
き
ま
す
。

︿
事
前
研
修
に
つ
い
て
﹀

　
①
～
③
の
3
回
1
コ
ー
ス（
必
須
）の
研

修
を
受
講
し
、活
動
員
の
登
録
を
し
ま
す
。

▼
と
き　
①
1
月
19
日
㈪　
②
1
月
27
日

㈫　
③
2
月
2
日
㈪　
い
ず
れ
も
午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分　
▼
と
こ
ろ　
市
役

所
8
階
会
議
室　

▼
内
容　
①
事
業
概
要

に
つ
い
て　

認
知
症
に
つ
い
て　

②「
傾

聴
」
の
基
礎
知
識
と
練
習　
③
施
設
で
の

活
動
の
心
得
と
流
れ　
▼
定
員　
30
人　

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
松
原
市
社
会
福
祉

協
議
会 （
☎
３
３
３･

０
２
９
４
）

︿
き
ら
り
活
動
事
業
受
け
入
れ
機
関
も
募

集
し
て
い
ま
す
﹀

　
き
ら
り
活
動
員
の
活
動
の
場
を
提
供
し

て
、
皆
さ
ん
で
介
護
予
防
の
輪
を
広
げ
ま

せ
ん
か
。

︿
対
象
と
な
る
受
け
入
れ
機
関
﹀　

①
市
内
の
介
護
保
険
対
象
施
設　

②
市
よ
り
地
域
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い

　
る
事
業
所　

③
市
内
の
公
共
施
設

︿
受
け
入
れ
機
関
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
﹀

▼
と
き　
1
月
21
日
㈬　
午
後
1
時
30
分
～

2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
8
階
会

議
室　
▼
申
込
み
・
問
合
せ　
高
齢
介
護
課

▶申込み　各申し込み期間中に本人が、
直接高齢介護課窓口か、電話でお申し込
みください（土・日・祝日除く）。
※③のわくわく筋力ト
レーニング教室は高齢
介護課窓口のみの受け
付けで、電話での申し
込みはできません。
▶問合せ　高齢介護課

①こころと体のはつらつ教室

　いつまでも元気な生活を送るために、誰もが、楽しく気軽
に無理なく参加できる教室です。
　軽い体操に加え、脳力トレーニングや音楽療法、簡単な作
品を製作したりすることで、頭とからだを若返らせましょう。
▶とき　1月6日〜 3月24日の毎週火曜日（全12回）　午前10時〜
正午　▶ところ　天美公民館（天美西1丁目）　▶対象　市内在
住の65歳以上で教室参加にあたって介助を必要としない人
※平成25年度および今年度の参加者は除く。▶定員　先着25人
▶申込み　12月10日㈬ 〜

②お達者体操くらぶ
　マシンを使用しない柔軟体操や筋力トレーニングを中心とし
た介護予防のための教室です。
▶とき　1月8日〜 3月26日の毎週木曜日（全12回）　午後１時
30分〜３時　▶ところ　市民体育館（田井城3丁目）　▶対象　
市内在住の65歳以上の人で、医師などから運動を禁止されてい
ない人　※平成25年度および今年度の参加者は除く。▶定員　
25人　※過去の参加回数が少ない人が優先。定員を超えた場合
は抽選により決定し、参加決定者のみに後日通知します。▶申
込み　12月9日㈫ 〜 12日㈮

③わくわく筋力トレーニング教室
　トレーニングマシンを用いた強めの筋力トレーニングを行
い、運動機能を向上させることで介護予防を目指します。
▶とき　1月13日〜 3月31日の毎週火・木曜日（全23回）　
◎Ａクラス　午後1時〜 2時40分　◎Ｂクラス　午後3時〜 4
時40分　▶ところ　総合福祉会館機能訓練室（新堂1丁目） ▶対
象　65歳以上の介護保険認定を受けていない人で、教室まで自
分で通うことが可能な人　※過去の教室参加者は除く。健康状
態により主治医の意見書を提出してもらいますが、申し込みで
きない場合があります。▶定員　12人（各クラス6人）　※申し
込み多数の場合および参加クラスは、抽選により決定します。
抽選日は12月17日㈬を予定。▶申込み　12月8日㈪ 〜 11日㈭

④介護予防教室「元希者うた体操」

　おなじみの歌にあわせて軽い体操を行うこと
で、頭やからだの活性化を図り介護予防を目指し
ます。
▶とき　１月16日、２月20日、３月20日㈮　（全
3回）　午後1時30分〜 2時30分　▶ところ　市
役所北別館会議室C・D　▶対象　市内在住の65
歳以上の人で、教室参加にあたり介助を必要とし
ない人　※今年度の参加者は除く。▶定員　先着
20人　▶講師　シルバーアドバイザー松原会　
▶申込み　12月15日㈪〜

⑤転倒予防教室参加者募集

▶とき　１月19日㈪〜 2月16日㈪の毎週月曜日
(全5回)　午後1時30分〜 3時　▶ところ　市民
道夢館（阿保4丁目）▶対象　市内在住の65歳以
上で、医師などから運動を禁止されていない人　
※平成25年度と今年度の参加者は除く。▶定員
25人　※今回の教室から先着順ではありません。
過去に参加したことがない人が優先。定員を超え
た場合は抽選により決定します。参加決定者のみ
に後日通知します。▶持ち物　運動のできる服
装、上靴、飲み物、タオル　▶申込み　12月11
日㈭〜 16日㈫
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そ
の
他

松
原
市
家
族
介
護
教
室

﹁
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
知
識
を
深
め
よ
う
﹂

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
、
感
染

症
の
予
防
講
座
で
す
。
家
庭
で
で
き
る
簡

単
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　
1
月
18
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～

３
時　
（
受
け
付
け　
午
後
１
時
～
）

▼
と
こ
ろ　
寿
里
苑
サ
ラ（
丹
南
4
丁
目
）

▼
講
師　

松
本
信
子
さ
ん
（
介
護
老
人
福

祉
施
設
寿
里
苑
サ
ラ　
管
理
栄
養
士
） 

▼
定
員　
先
着
20
人　

▼
申
込
み
・
問
合

せ　
12
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
で
寿
里
苑
サ

ラ︵
☎
３
３
７・７
５
５
５
）へ（
月
～
金
曜

日　
午
前
9
時
～
午
後
５
時
30
分
）。

寒さに負けず体を動かしましょう

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

書
類
作
成
（
遺
産
相
続
、
遺
言
書
、
任

意
後
見
契
約
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
な
ど
）

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
、外
国
人
の
帰
化
、

各
種
営
業
許
可
申
請
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。一
人
約
30
分
で
要
予
約
。

▼
と
き　
12
月
20
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
～

４
時　
▼
と
こ
ろ　
ゆ
め
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

市
民
サ
ロ
ン（
上
田
３
丁
目
）  

▼
定
員

先
着
６
人　
▼
申
込
み　
大
阪
府
行
政
書

士
会
南
大
阪
支
部（
☎
３
３
４・０
１
５
０
）
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高齢介護課（高齢支援係）　☎337−3113
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保険年金課（国民年金係）　☎337−3124
保険年金課（保険係）　☎337−3123

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

保険年金課（保険係）　☎337−3123
課税課（固定資産税係）　☎337−3121

窓口課　☎337−3111
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税 安
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ま
ち
づ
く
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保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場

や
商
店
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
構
築

物
、
機
械
、
装
置
、
工
具
、
器
具
・
備
品

な
ど（
土
地
・
家
屋
を
除
く
）の
こ
と
で
す
。

　

１
月
１
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
お
よ
び
貸
し
付
け
て
い
る
人
は

申
告
し
て
く
だ
さ
い（
税
務
署
へ
の
申
告

と
は
別
に
市
に
対
し
て
も
申
告
義
務
が
あ

り
ま
す
）。

　
償
却
資
産
申
告
書
を
12
月
中
旬
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
12
月
末
ま
で
に
申
告
対

象
者
で
用
紙
が
届
い
て
い
な
い
人
は
課
税

課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の（
業
種
別

例
）下
表
参
照
。

申
告
が
必
要
な
人

●
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業
を
営
ん

で
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

●
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
直
接
事
業
を

営
ん
で
い
な
い
が
、
事
業
用
の
償
却
資
産

を
貸
し
付
け
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

申
告
期
限　
平
成
27
年
2
月
2
日
㈪

※
期
限
間
近
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

控
え
が
必
要
な
人
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

民
間
事
業
者
の
変
更
に
つ
い
て

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
民
間
事
業
者
に

業
務
委
託
を
行
っ
て
、
国
民
年
金
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
電

話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご

案
内
や
保
険
料
の
収
納
業
務
を
実
施
し
て

い
ま
す（
法
律
に
基
づ
く
民
間
委
託
）。

　
松
原
市
管
轄
の
民
間
事
業
者
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

（
変
更
前
）株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン 

→ （
変
更
後
）
日
立
ト
リ
プ

ル
ウ
ィ
ン
株
式
会
社
（
☎
０
１
２
０･

２
１
１･

２
３
１
）　

午
前
9
時
～
午
後

8
時　
※
木
曜
日
は
午
前
9
時
～
午
後
５

時
30
分
、
土
・
日
・
祝
日
は
正
午
～
午
後

6
時　
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆

休
み
、
年
末
・
年
始
は
除
く
）

▼
問
合
せ　
天
王
寺
年
金
事
務
所（
☎
06
・

６
７
７
２・７
５
３
１
）

天
災
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
免
除
制
度
に
つ
い
て

　
風
水
害
な
ど
の
災
害
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
場
合
、
震
災
・
風
水
害
・

火
災
な
ど
に
よ
り
、
被
保
険
者
所
有
の
住

宅
、
家
財
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ
き
、
被

害
金
額
が
お
お
む
ね
2
分
の
1
以
上
の
損

害
を
受
け
た
と
き
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
申
請
に
必
要
な
書
類

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
書

■
（
原
則
と
し
て
）
罹
災
証
明
書
、
ま
た

は
被
害
農
林
漁
業
者
な
ど
と
認
定
さ
れ
た

被
害
認
定
書
の
写
し

■
（
罹
災
証
明
の
み
で
被
害
の
程
度
が
判

断
で
き
な
い
場
合
）
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請
に
係
る
被
災
状
況
届

高額療養費の自己負担限度額が変わります

　1カ月に支払った医療費の一部負担金が一定額を超えた
ときは、申請により超えた分が「高額療養費」として支給さ
れます。
　自己負担限度額は70歳未満の人と70歳以上75歳未満の
人では異なり、また、所得区分によっても異なります。
　現行の70歳未満の人の所得区分は基準の幅が大きく、負
担能力に応じた負担とする観点から、平成27年1月より、
70歳未満の人の自己負担限度額を細かく設定する見直しが
行われます。

■
（
保
険
金
・
損
害
賠
償
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
る
場
合
）
保
険
金
・
損
害
賠
償
金
額

な
ど
の
確
認
で
き
る
証
明
書
の
写
し

※
本
人
以
外
の
人
が
提
出
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

②
免
除
さ
れ
る
期
間

■
事
由
の
生
じ
た
日
の
前
月
分
か
ら
翌
年

の
6
月
分
ま
で

③
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
は

■
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
の
老
齢
基
礎
年

金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
2
分

の
1
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納 ア

イ

基準総所得額
901万円超

所得要件

基準総所得額
600万円超〜
　901万円以下

限度額
252,600円+（総医療費−842,000円）
×1％　〈4回目以降：140,100円〉

167,400円+（総医療費−558,000円）
×1％　〈4回目以降：93,000円〉

80,100円+（総医療費−267,000円）
×1％　〈4回目以降：44,400円〉

区分

ウ
基準総所得額
210万円超〜
　600万円以下

基準総所得額
210万円以下エ

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

オ 住民税非課税世帯 35,400円
〈4回目以降：24,600円〉

〈平成27年1月以降〉
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〈平成26年12月以前〉

Ａ

Ｂ

Ｃ

基準総所得額
600万円超

所得要件

基準総所得額
600万円以下

住民税非課税世帯

限度額
150,000円+（総医療費−500,000円）
×1％　〈4回目以降：83,400円〉

80,100円+（総医療費−267,000円）
×1％　〈4回目以降：44,400円〉

35,400円
〈4回目以降：24,600円〉

区分

パソコン、コピー機、応接セット、看板、
広告塔、舗装路面、駐車場設備など

不動産貸付業 門扉・塀・緑化設備などの外構工事、受
変電設備など

【　共　通　】

業種名 主な償却資産の内容

※不動産貸付業は、アパートや駐車場の経営などを含む。

料理 ･飲食店業

理容 ･ 美容業

小売業

建設業

医 ( 歯 ) 業

テーブル、いす、厨房設備、レジスター、
冷凍冷蔵庫など
理容・美容いす、洗面設備、消毒殺菌機
装置、サインポールなど
陳列棚、陳列ケース（冷凍・冷蔵機付を
含む）、日よけなど
ブルドーザー、パワーショベル、大型特
殊自動車、フォークリフトなど
レントゲン装置、手術機器、歯科診療ユ
ニット、ベッド、調剤機器など

↓

住宅建て替え中の土地の申告

　平成26年中に居住用住宅を建て替えのために取
り壊し、平成27年1月1日現在着工し、住宅が完成
していない人で一定の要件を満たす場合に限り、土
地の税額の軽減措置を受けることができます。この
措置を受けるためには申告が必要です。詳しくは、
課税課固定資産税係までお問い合わせください。

住宅用地の申告および家屋の届出

　住宅用地には固定資産税・都市計画税の課税標
準の特例措置があり、税負担が軽減されます。こ
の特例措置を正しく適用するために、住宅用地に
ついては「住宅用地等申告書」による申告をしてい
ただくことになっています。
　次の①〜④の場合は申告が必要です。
①住宅用地を新たに取得した場合
②住宅用地の地積を変更した場合
③住宅用地以外の土地を住宅用地に変更した場合
④住宅用地の全部または一部をそれ以外の用途に
変更した場合
　また、家屋の新築、増築、取り壊し、用途変更
をされた場合も届け出をしてください。
▶問合せ　課税課

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
申
請
を

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
一
定
額
を
超
え

た
分
が
「
高
額
医
療
費
」
と
し
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
入
院
や
高
額
な
診
療
が
予
想

さ
れ
る
場
合
、
事
前
の
申
請
に
よ
り
交
付

を
受
け
た
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医

療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
窓
口
で
の
支
払
い
額
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
入
院
・

外
来
ど
ち
ら
の
場
合
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、70
歳
以
上
の
課
税
世
帯
の
人
は
、

高
齢
受
給
者
証
で
代
用
さ
れ
ま
す
の
で
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
定
証
の
種
類
や
自
己
負
担
限
度
額

は
、
年
齢
や
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
保
険
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
申
請
い
た
だ
く
と
、
申
請
月

の
1
日
か
ら
有
効
の
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
※
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
交

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　
保
険
年
金
課

め
る（
追
納
す
る
）こ
と
が
で
き
ま
す
。
追

納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
減
額
さ
れ

る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
保
険
年
金
課　
天
王
寺
年
金

事
務
所（
☎
06
・
６
７
７
２・７
５
３
１
）

※基準総所得＝前年の総所得額ー基礎控除33万円

▶問合せ　保険年金課（保険係）

　毎月第3土曜日には、休日窓口を行っています。
開庁日　12月20日㈯　　開庁窓口　窓口課
開庁時間　午前9時〜正午
取扱業務　下記の交付業務のみ
①住民票（広域交付住民票は除く）
②戸籍に関する証明書・戸籍の附票
③印鑑登録証明書 など、窓口課にて交付する証明書
※転入・転出などの異動届、住民基本台帳カードの
申請、印鑑登録の申請はお取り扱いできません。
問合せ　休日窓口に関することは企画政策課、取扱
業務に関することは窓口課

12月の休日窓口開庁日 ▼
問
合
せ　
課
税
課
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納税課　☎337−3122
産業振興課　☎337−3112

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

産業振興課　☎337−3112
子ども未来室　☎337−3134

上下水道総務課　☎337−3135  

募　　集

製
造
業
を
営
む
皆
さ
ん
へ

   　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
で
す

　
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成
26
年
12

月
31
日
時
点
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
工
業
統
計
調
査
と
は
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
国
お
よ
び

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
大
変
重
要

な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料

な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

▶職務内容　留守家庭児童会室指導員　
▶募集人数　27人程度　※平成27年度の入
室児童数により募集人数は変わる場合があり
ます。
▶対象　昭和30年4月2日以降に生まれた人
で、次のいずれかに該当する人。①保育士資
格または教員免許（幼・小・中・高）または社
会福祉士資格を有する人（平成27年3月末ま
でに取得見込みの人を含む）　②学童保育の
指導員経験（年間勤務200日以上）を平成27
年3月末時点で2年以上有する人
▶勤務期間　平成27年4月1日〜平成28年3月
31日
▶申込み　受験申込用紙(12月1日㈪から子
ども未来室にて配布）に必要事項を記入し、
12月8日㈪〜 17日㈬（土・日曜日を除く）ま
でに子ども未来室へ（郵送不可）。　
▶試験日　12月23日㈷　
▶試験場所　市役所　
▶試験内容　小論文・面接　　
▶問合せ　子ども未来室

　松原市および松原市水道事業の入札および見積もり
に参加を希望される人は、申請を行ってください。申
請受付の詳細は下記のとおりです。
　なお、登録有効期間内に必ず入札の参加を約束する
ものではありませんので、あらかじめご了承ください。
★申請業種　Ａ.建設工事　Ｂ.測量・建設コンサルタ
ント等業務　Ｃ.物品購入　Ｄ.委託業務　※小規模修
繕希望者は、Ｃ.物品購入への申請をお願いします。
★申請書配布期間　12月22日㈪まで

（※土・日曜・祝日を除く）
★配布場所　市役所5階契約検査室または市ホーム
ページからダウンロードしてください。
★申請方法　
申請書を記入の上、郵送（〒580−8501　松原市阿
保1−1−1）で、松原市役所総務部契約検査室へ（簡易
書留郵便または特定記録郵便に限る）。受付期間内の
消印のあるものに限り有効。
★申請書受付期間　12月15日㈪〜 22日㈪
★登録有効期間
業種Ａ・Ｂ　平成27年4月1日〜平成30年3月31日
業種Ｃ・Ｄ　平成27年3月1日〜平成30年3月31日
●問合せ　契約検査室・上下水道総務課

平成27･28･29年度
競争入札参加資格審査
申請受付について

【自衛官候補生（男子）】
　所定の教育を経て、3カ月後に2等陸・海・
空士に任用
▶応募資格　18歳以上〜 27歳未満
▶受付期間
①12月8日㈪〜 1月16日㈮　
②1月28日㈬〜 2月3日㈫
▶試験期日　
①1月25日㈰〜 27日㈫のうち1日
②2月13日㈮〜 16日㈪のうち1日
▶入隊日　3月〜 4月
※詳しくは下記までお問い合わせください。
▶問合せ　自衛隊富田林地域事務所（☎0721−
24−3799　薨0721−24−3999）

嘱
託
職
員

防
衛
省
（
自
衛
官
な
ど
）

市
税
の
納
付
は
期
限
内
に

　
12
月
22
日
は
市
府
民
税（
普
通
徴
収
分
）

第
４
期
の
納
期
限
で
す
。

　
今
月
は
納
期
限
が
早
い
の
で
、
特
に
口

座
振
替
の
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
期
限

内
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
日
曜
・
夜
間
の
納
税
相
談
と
収
納
窓
口

の
開
設

　
納
税
課
で
は
、
12
月
は
次
の
と
お
り
休

日
・
夜
間
の
収
納
と
納
税
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
昼
間
、
仕
事
な
ど
で
お
忙
し
い
人

や
未
納
の
市
税
が
あ
る
人
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
休
日
窓
口　
12
月
14
日
㈰　
午
前
10
時

　
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◎
夜
間
窓
口　
12
月
19
日
㈮
・
22
日
㈪　

　
午
後
８
時
ま
で

■
市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
市
税
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
に

な
る
と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
納
付
に
行
か

な
く
て
も
、
納
期
限
に
指
定
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
の
で

便
利
で
安
全
で
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
納
付
書
裏
面

に
記
載
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
・
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
ま
た
は
、
納
税
課
窓
口
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
さ
れ
ま
す

と
、
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
納
税
課

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
総
務
部
統
計
課
工
業
・

動
態
グ
ル
ー
プ（
☎
06
・
６
２
１
０
・

９
２
０
８
）、
総
務
情
報
課

＝
寄
付
＝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■﹁
松
原
が
ん
ば
る
市
民
応
援
寄
附
金
﹂

◎
10
月
31
日　

松
原
商
工
会
議
所
（
吉
村

盛
善
）様

　
こ
れ
か
ら
も
、「
松
原
が
ん
ば
る
市
民
応

援
事
業
」
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
問
合
せ　
秘
書
広
報
課

食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
・
問
い

合
わ
せ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品
を
購

入
す
る
と
き
、
食
品
の
内
容
を
正
し
く
理

解
す
る
上
で
重
要
な
情
報
で
す
。

　

近
畿
農
政
局
で
は「
食
品
表
示
１
１
０

番
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
き
食
品

の
不
適
切
表
示
や
不
審
な
食
品
表
示
の
情

報
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
質
問
な
ど
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
近
畿
農
政
局　

大
阪
地
域
セ

ン
タ
ー
食
品
表
示
監
視
チ
ー
ム（
☎
06
・

６
９
４
１･
９
０
６
３
）
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分　

※
正
午
～
午
後
1
時
お

よ
び
土･

日
・
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

経
営
者
向
け

　
　
　
　
債
務
問
題
無
料
相
談
会

　

融
資
の
利
用
や
取
引
先
の
減
少
な
ど
、

経
営
に
伴
う
債
務
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。
弁
護
士
が
あ
な
た
の
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。
相
談
当
日
は
、
債
務
の

状
況
が
わ
か
る
書
類
（
決
算
書
、
融
資
な

ど
の
返
済
予
定
表
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
一
人
45
分
で
要
予
約
。

▼
と
き　
12
月
17
日
㈬　
午
後
5
時
～
8

時　
▼
と
こ
ろ　
市
役
所
6
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー　
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
1
日
㈪　
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
産

業
振
興
課
へ
。

個
人
向
け
借
金
問
題
無
料
相
談
会

　
ヤ
ミ
金
、
連
帯
保
証
、
悪
質
商
法
に
よ
る

被
害
な
ど
、借
金
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

弁
護
士
が
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
相
談

当
日
は
、
借
金
の
状
況
が
わ
か
る
書
類（
契

約
書
、
領
収
書
、
通
知
書
な
ど
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
一
人
45
分
で
要
予
約
。

▼
と
き　
12
月
19
日
㈮　

午
後
5
時
～
8

時　

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー　

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
１
日
㈪　
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
産

業
振
興
課
へ
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　

大
阪
府
が
作
成
し
た
「
南
部
大
阪
都
市

計
画　
区
域
区
分
の
変
更
」
案
を
縦
覧
し

ま
す
。
松
原
市
域
で
は
、
天
美
地
区
に
関

す
る
内
容
で
あ
り
、
住
民
や
利
害
関
係
人

は
、
縦
覧
期
間
内
に
案
に
つ
い
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
縦
覧
期
間　
12
月
12
日
㈮
～
26
日
㈮　

◎
縦
覧
場
所
お
よ
び
意
見
提
出
先　
大
阪

府
総
合
計
画
課
（
案
は
、
大
阪
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.osaka.
lg.jp/sokei/tokeishin_index/jura
n_top.htm

l

）お
よ
び
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
大
阪
府
総
合
計
画

課（
☎
06
・
６
９
４
４・
６
７
７
６
） 

Ｅ 

メ
ー
ル　

sogokeikaku@
sbox.

pref.osaka.lg.jp

12月は「税収確保重点月間」です

　大阪府と市が連携し、滞納者に対する徹底した
催告や財産の差し押さえ
などを行い、納期内に納
税された人との税の公平
性を確保します。
▶問合せ　納税課　大阪
府中河内府税事務所

（☎06−6789−1221）
府税マスコットキャラクター

「タッピー」と「みらい」

農
産
物
直
売
所

　
街
の
駅「
畑
の
つ
づ
き
」松
原
店

　
市
内
の
農
家
が
生
産
し
た
新
鮮
な
旬
の

野
菜
や
果
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
※
12
月

27
日
㈯
・
28
日
㈰
は
臨
時
営
業
し
ま
す
。

年
末
は
12
月
30
日
㈫
ま
で
、
年
始
は
１
月

7
日
㈬
か
ら
）  

▼
と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
大
阪
中

河
内
松
原
支
店
北
隣
り（
上
田
5
丁
目
） 

▼
問
合
せ　

Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内
松
原
営
農

セ
ン
タ
ー
（
☎
３
３
１・１
８
８
１
）
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図書館のお知らせ

マタニティスクール（お産と母乳の話・
沐浴実習・妊婦同士の交流など）
①12月10日・17日・24日・1月14
日㈬　午後1時10分〜 4時  （全4回）
②市立保健センター　③妊婦、先着
30人　④電話で地域保健課へ
パパママ教室（沐浴実習・パパの妊婦
体験など）
①1月25日㈰　午後1時〜 3時30分
②市立保健センター　③妊婦とその家
族、先着20組　④電話で地域保健課へ
妊婦の歯科健康診査（歯科健診、妊娠
中と赤ちゃんの歯の話など）
①12月24日㈬　午後1時10分〜 3時
30分　②市立保健センター　③妊婦、
先着15人　④電話で地域保健課へ
親子のふれあいルーム（親子遊び、栄
養・育児・歯についての相談）
①12月3日・1月21日㈬　午前10時〜
11時30分　②市立保健センター　
③6カ月〜1歳未満の子どもと保護者、
先着30人　④電話で地域保健課へ

なごみの広場 クリスマスパーティー
①12月19日㈮　午前10時30分〜正午
午後2時〜 3時30分　②なごみの広場

（市民道夢館内） ③0歳〜 3歳の子ども
と保護者、先着各25組　④12月5日
㈮より直接なごみの広場へ
なごみの広場  親子で楽しくリトミック
①1月14日㈬　午前10時30分〜 11
時30分　②なごみの広場（市民道夢
館内） ③1歳6カ月〜 3歳の子ども
と保護者、先着30組　④12月22日
㈪より直接なごみの広場へ
わいわい広場　

「手作りはし置き＆はし袋（お正月用）」
①12月22日㈪　午前10時30分〜 11
時30分　②わいわい広場（はーと
ビュー内） ③0歳〜 3歳の子どもと保
護者、先着15組　④12月3日㈬より
直接わいわい広場へ

おしゃべりサロン
①12月1日・15日・1月5日㈪　午前
10時〜11時　②子育て支援センター
わくわく　③0歳〜就学前の子どもと
保護者　④12月1日㈪　午前9時〜

カフェ　いこいの空間　
ママカフェでのんびり！（無料）
①12月1日㈪･4日㈭･8日㈪･11日㈭･
15日㈪･18日㈭　午前10時〜 11時　
②清水保育園　③0歳〜就学前の子ど
もと保護者　④不要
簡単クッキング「チヂミ」
①12月18日㈭　午前10時〜 11時
②清水保育園　③0歳〜就学前の子ど
もと保護者　④不要
岡親子教室
①12月4日･11日･18日㈭　午前10時〜
11時　②岡公民館　③0歳〜就学前
の子どもと保護者　④不要

子育て講習会　「親子クッキング　
 〜クリスマスケーキ〜」
①12月17日㈬　午前10時〜正午　
②まつばら駅前おおぞら保育園　③未
就園児と保護者（対象年齢あり）　先
着16組　④12月10日㈬　午後1時〜
5時に電話で。
第4期親子教室
①1月〜 3月（全9回）　午前10時〜 11
時30分　②まつばら駅前おおぞら保
育園　③木曜日（H24.6 〜 H25.1生ま
れ）火曜日（Ｈ24.1 〜 H24.6生まれ）月
曜日（H23.6 〜 H24.1生まれ） 未就園
児と保護者、各12組　④12月13日
㈯までに往復はがきまたはFAXで。
詳しくはホームページで。
おもちつき
①1月11日㈰　1部　午前10時〜正午
2部　午前11時〜午後1時　②まつば
ら駅前おおぞら保育園　③未就園児と
保護者、各30組　④12月19日㈮ま
でに直接保育園へ。

子育て応援コーナー
教室・講座

地域保健課

清水保育園（ともだち広場）

まつばら駅前おおぞら保育園
（ぴぃ〜す KIDS）

子育て支援センターわくわく
（恵我図書館 2 階）

子ども未来室

①とき　②ところ　③対象・定員　④申込み
ところ　市立保健センター
時間　午後2時〜 3時
予防接種を受けるときは「予防接種の手引き」をよく読み、
必ず「母子健康手帳」をお持ちください。
問合せ　地域保健課

問合せ　各図書館

BCG

予防接種

8日㈭
22日㈭

4日㈭
18日㈭

生後3月〜生後1歳に
至るまでの間の者

12月 1月 対象

施設名

天美西図書館

とき 内容

1月8日㈭　
午前10時30分〜

7月7日㈪

ところ　市立保健センター
受付時間　午後1時〜 1時30分
健診日の約3週間前に問診票を送付します。健診当日にお持
ちください。※感染症（はしか・水痘・手足口病・とびひなど）
の疑いがある乳幼児は日程変更の連絡をお願いします。
問合せ　地域保健課

乳幼児健康診査

種類

4か月児
健康診査

1歳7か月児
健康診査

2歳児
歯科健康診査

2歳6か月児
歯科健康診査

3歳6か月児
健康診査

とき 対象

12月8日㈪ 平成26年8月1日〜 15日生

平成26年8月16日〜 31日生

平成26年9月生

平成25年5月1日〜 15日生

平成25年5月16日〜 31日生

平成25年6月生

平成24年12月生

平成25年1月生

平成24年6月生

平成24年7月生

平成23年6月1日〜 15日生

平成23年6月16日〜 30日生

平成23年7月生

12月22日㈪

1月19日･26日㈪

12月2日㈫

12月16日㈫

1月13日･20日㈫

12月11日㈭

1月15日㈭

12月25日㈭

1月29日㈭

12月5日㈮

12月19日㈮

1月9日･16日㈮

施設名 施設名 施設名開放日 開放日 開放日雨天 雨天 雨天

公立保育所
午前9時30分〜 11時

私立保育園
開放時間は園によって

異なります

公立幼稚園
午前9時30分〜 10時30分

（松原西幼稚園は
午前10時30分〜 11時30分）

第1保育所
☎332−1649

第2保育所
☎331−7846

第4保育所
☎332−00103日･17日㈬ 12日･19日㈮ 5日･19日㈮× × ×

×

○ ○ ○

○ ○○

× ○○

○ ○×

× ××

○ ××

ー ×○

5日･19日㈮

18日㈭ 2日･9日･
16日㈫ 12日㈮

11日㈭ 4日㈭10日㈬

9日㈫ 9日㈫

11日㈭ 18日㈭10日･24日㈬

11日㈭ 10日㈬10日㈬

18日㈭ 5日㈮16日㈫

今月はありません 9日㈫3日㈬･19日㈮

第7保育所
☎335−6116

松原幼稚園
☎332−0497

四つ葉幼稚園
☎332−0015

恵我幼稚園
☎332−0812

三宅幼稚園
☎332−4638

まつかぜ幼稚園
☎335−7800

松原西幼稚園
☎333−0130

岡町学園
☎334−5116

新堂保育園
☎332−7707

清水保育園
☎335−1050

ピヨピヨ保育園
☎333−8066

松原保育園
☎337−9477

まつばら駅前おおぞら
保育園 ☎338−0288

天美保育園
☎332−0341

ことり保育園
☎349−6144

青い鳥学園
☎332−0580

天美北保育園
☎339−1750

宮前つばさ保育園
☎337−0283

松原カリーノ保育園
☎334−6080

アミリア保育園
☎336−0606

阿保くすの木保育園
☎336−8928

みつばち保育園
☎336−4900

幼稚園や保育所に通っていない就学前の子どもを対象に園庭などを開放しています。　問合せ　各保育所（園）、幼稚園
12月の園庭開放

あかちゃんからのおはなし会

もこもこたいむ

バンビたいむ

※上記の他にも図書館ではさまざま行事を行っています。
詳しくは26、27ページをご覧ください。

2日･9日･
16日㈫

1月8日㈭　
午前11時〜

問合せ　地域保健課（☎337−3125、3126）　子ども未来室（☎337−3118）　子育て支援センターのびのび（☎薨
333−6977、http://www.city.matsubara.osaka.jp/、葆あり）　子育て支援センターわくわく（☎薨335−6119、
http://www.city.matsubara.osaka.jp/、葆なし）　清水保育園（☎335−1050、薨330−1152、http://www.
simizu.or.jp/、葆なし)　まつばら駅前おおぞら保育園（☎338−0288、薨330−6039、http://www.shoutokukai.
net/、葆なし)　松原図書館（☎334−8060）　情報ライブラリー（☎335−4000）　天美西図書館（☎330−0551）
三宅図書館（☎332−8560）　新町図書館（☎332−0063）　天美図書館（☎336−7300）　恵我図書館（☎333−
2020）　松原南図書館（☎332−0373）　

恵我図書館

子育て支援センターわくわく
（恵我図書館 2 階）

いちごみるく
（あかちゃんと一緒に遊ぶ会）
①A.12月5日㈮、B.8日㈪、C.12日㈮、
D.15日㈪、E.16日㈫　A,B,C,Eは午前
10時〜 11時　Dは午後2時〜 3時　
②A,C,Eは子育て支援センターのびの
び、B,Dは子育て支援センターわくわく
③3カ月〜 1歳までの子どもと保護者、
先着10組　④12月3日㈬　午後1時〜
子育て支援センターわくわくへ。
お料理教室　（要費用）

「おいしいお雑煮を作りましょう」
①12月18日㈭　午前10時〜 11時30
分　②総合福祉会館　③1歳〜就学前
の子どもと保護者　先着10組　保育
あり　④12月10日㈬　午後1時〜
ムッシュ香月と
つくっておどってあそびましょ
①12月25日㈭　午前10時〜 11時　
②はーとビュー（人権交流センター）
③0歳〜就学前の子どもと保護者　先
着30組　④12月11日㈭　午後1時〜
おでかけおしゃべりサロン
①12月10日㈬　午前10時〜 11時
②三宅幼稚園　③0歳〜就学前の子
どもと保護者　④12月4日㈭　午後
1時〜

子育て支援センターのびのび
（第 2 保育所内）

おしゃべりサロン
①12月3日・17日・1月7日㈬　午前
10時〜 11時　②子育て支援センター
のびのび　③0歳〜就学前の子どもと
保護者　④12月1日㈪　午後1時〜
子育て講座　要費用

「写真をかわいく飾りましょう」
①12月10日㈬　午前10時〜 11時
②子育て支援センターのびのび　
③0歳〜就学前の子どもと保護者　
先着10組　保育あり　④12月2日㈫
午後1時〜
お父さんとあそぼう
①12月13日㈯　午前10時〜 11時
②子育て支援センターのびのび　
③2歳〜就学前の子どもと父親（両親
参加可）　④12月4日㈭　午後1時〜
ちびっこ広場
①12月11日㈭　午前10時〜 11時
②子育て支援センターのびのび　
③2歳〜就学前の子どもと保護者　
先着10組　④12月4日㈭　午後1時〜
お料理教室　（要費用）

「パウンドケーキを作ろう」
①12月22日㈪　午前10時〜 11時30
分　②学校給食センター　③1歳〜就
学前の子どもと保護者　先着10組保
育あり　④12月16日㈫　午後1時〜
おでかけおしゃべりサロン
①12月19日㈮　午前10時〜 11時
②天美公民館　③0歳〜就学前の子
どもと保護者　④12月9日㈫　午後
1時〜
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各種相談 秘密は厳守します

※いずれも祝日・年末年始は除きます。

予約欄に○がある場合は事前に予約が必要です。

各社会保険労務士事務所
（☎337－3112　産業振興課）

市役所内相談室　（☎0721－26－9441
南河内若者サポートステーション）

毎週木曜日 

毎週水曜日 

子ども未来室　電話相談も可
（☎337－3118　子ども未来室）

市役所東別館（☎333－0294　社会福祉協議会）
来館された順にお受けします
保険年金課（☎337－3123）
※納付相談は保険年金課で随時行っています

市立保健センター
電話で地域保健課（☎337－3126）へ

消費生活相談

労働相談

家庭児童相談

母子相談

心配ごと相談

はーとビュー（人権交流センター）
※総合生活・進路相談は電話相談も可

（☎332－5705）
総合生活･進路相談

国保日曜納付相談

からだの健康相談

栄養相談

歯科相談

●12月5日・12日・19日㈮
●1月9日・16日㈮

月曜日～金曜日
人権相談

月曜日～金曜日 市役所6階雇用就労支援センター　
（☎337－3112　産業振興課）就労相談

福祉総務課　電話相談も可
（☎337－3116　福祉総務課）総合福祉相談

若者自立相談

禁煙相談

こころとからだの
なんでも健康相談

（育児相談を含む）
9：00 ～ 17：00

地域保健課　電話相談・予約も可　
予約無しの場合は市役所1階総合受付へ

（☎337－3126　地域保健課）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

総合福祉会館（☎336－0805）

●12月21日㈰
●1月25日㈰

●12月15日㈪
●1月21日㈬・30日㈮

●12月15日㈪
●1月21日㈬・30日㈮

●12月15日㈪

●12月4日㈭
●1月8日㈭

予約受付は月曜日～金曜日

●12月24日㈬ 　
●1月28日㈬

地域保健課（☎337－3126）

月曜日～金曜日

10：30 ～ 11：00

13：45 ～ 14：35

13：15 ～ 14：30

13：15 ～ 14：30

10：00 ～ 17：00

9：00 ～ 17：30

9：00 ～ 17：00

14：00 ～ 17：00

行政相談 ○

14：00 ～ 16：00

9：00 ～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

15：00 ～ 19：00

13：00 ～ 16：00

青年自立相談 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

受付

受付

受付

受付

受付

○

市役所3階相談室
電話で人権交流室（☎337－3101）へ

法律相談
●12月3日・10日・17日・24日㈬
●1月7日・14日・21日・28日㈬

 （1日16人、一人約30分間、原則一人1回）

市役所3階相談室　予約：12月の1･2週分は現在
受け付け中、3･4週分は12月11日㈭、1月の1･2
週分は、12月25日㈭のいずれも午後1時から電
話で市民協働課（☎334－1550）へ

とき （12月・1月） ところ・その他予
約

13：00 ～ 17：00

●12月3日㈬ 
●1月14日㈬ 

市役所3階相談室　※国の行政に関する苦情など
電話で市民協働課（☎334－1550）へ9：00 ～ 12：00

●12月4日・18日㈭
●1月15日・29日㈭女性相談 ○ ●12月11日・25日㈭　
●1月8日・22日㈭　 13：30 ～ 16：30

9：30 ～ 12：30 はーとビュー
（人権交流センター）

電話で人権交流室
（☎337－3101）へ
※女性相談は一時保育あり
　有料、要予約市役所3階相談室

月曜日～金曜日 市役所6階消費生活相談コーナー　電話相談も可
（☎337－3080　産業振興課）

10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

※12月のみ
　第3日曜日

松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

慈
願
寺
と
歩
ん
だ
真
宗
大
谷
派

恵
観
と
好
楽
社
の「
当
知
庵
碑
」

　
新
堂
二
丁
目
の
松
原
小
学
校
や
中
央
公

民
館
の
東
側
に
ス
ー
パ
ー
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
東
接
す
る
上
田
七
丁
目
に
記
念

碑
と
二
基
の
墓
石
を
守
っ
て
区
画
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
小
学
校
や
公
民
館
が
建
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
新
堂
の
下し

も

の
池い
け

が
水
を

た
た
え
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
、

こ
の
東
堤
に
接
す
る
上
田
村
に
は
、
真
宗

大
谷
派
の
福ふ

く

應お
う

寺じ

が
法
灯
を
伝
え
て
い
た

の
で
す
。
今
で
は
、
境
内
の
大
半
は
駐
車

場
と
な
り
、
建
物
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
福
應
寺
の
檀
家
さ
ん
た
ち
は
、
近
く

の
同
じ
真
宗
大
谷
派
の
願が

ん

正し
ょ
寺う
じ（
上
田
七
丁

目
、「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」136
）住
職
を
代
務
者

と
し
て
、
お
つ
と
め
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
福
應
寺
旧
地
に
残
る
石
碑
や
墓
石
は
、

同
寺
住
職
た
ち
の
遺
産
な
の
で
す
。
記
念

碑
の
正
面
は「
当と

う
知ち

庵あ
ん

碑
」
と
あ
り
、
裏
面

に
は「
大
正
元
年
十
一
月
建
設
」「
好こ

う

楽ら
く

社し
ゃ

有

志
者
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
の

墓
石
は
、
江
戸
期
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
二
基
と
も
剥
落
が
激
し
く
、
年
代
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。「
□（

福
）應

寺
墓
」「
釋

し
ゃ
く

尼に

妙
智
」「
釋
恵
了
」や「
了
順
」な
ど
の
文
字
が

判
読
で
き
る
の
み
で
す
。

　
さ
て
、
福
應
寺
は
江
戸
時
代
、
東
本
願

寺
を
本
山
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
本
願

寺
の
直じ

き

末ま
つ

で
は
な
く
、
八
尾
の
慈じ

願が
ん

寺じ

の

末
寺
で
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
94
・
97
・

209
）。
こ
の
た
め
、
慈
願
寺
に
は
、
福
應
寺

に
関
わ
る
資
料
が
次
の
よ
う
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
東

本
願
寺
十
三
世
の
宣せ

ん

如に
ょ

に
よ
っ
て
、
寛か
ん

永え
い

十
六
年（
一
六
三
九
）
夏
に
与
え
ら
れ
ま

し
た
。「
木
佛
尊
僧

（
マ
マ
） 

河
内
国
丹た
ん

北ぼ
く

郡
松
原

庄
上
田
村
惣
道
場
福
應
寺
」「
但
シ
御
印
書

ニ
者は

慈
願
寺
下
と
有こ
れ

之あ
り

候そ
う
ろ
う」
と
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
宣
如
を
祀
る
た
め
、

十
五
世
の
常

じ
ょ
う

如に
ょ
に
よ
っ
て
、
寛か
ん

文ぶ
ん

十
三
年

（
一
六
七
三
）
三
月
二
十
五
日
、「
宣
如
上
人

真
影
」
が
下
さ
れ
ま
し
た
。「
慈
願
寺
下
河

内
国
丹
北
郡
松
原
庄
上
田
村
惣
道
場 

福
應

寺
常
住
物
也
」
と
み
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
、

十
六
世
一い

ち
如に
ょ（
元げ
ん

禄ろ
く
十
三
年
・
一
七
〇
〇
年

没
）
は
、
浄
土
真
宗
開
祖
の「
親し

ん

鸞ら
ん
聖
人
御

影
」と
聖
徳
太
子
と
イ
ン
ド
・
中
国
な
ど
七

高
祖
の「
太
子
高
僧
」像
を
下
し
ま
し
た
。

　
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）
十
一
月
の
松
原

村
の「
寺
社
帳
」
に
よ
る
と
、
当
時
の
住
持

（
住
職
）は
、
了

り
ょ
う
玄げ
ん
で
、
境
内
は「
東
西
拾
間
、

南
北
拾
三
間
五
尺
」と
あ
り
ま
す
。
本
堂
で

あ
る
道
場
と
庫
裏
は
藁わ

ら

葺ぶ
き
・
瓦
庇ひ
さ
しで
、
門

は
瓦
葺
で
し
た
。
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜

四
三
）に
法ほ

う
珎ち

ん
が
造
立
し
た
と
あ
り
、
以
後
、

了
雲
・
了
嘉
・
了
雲
・
了
玄
が
住
持
と
し

て
仕
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
願
正
寺
に
は
、
福
應
寺
に
祀
ら

れ
て
い
た
阿
弥
陀
如
来
像
と
換か

ん

鐘し
ょ
うが

移
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
換
鐘
に
は「
寛か

ん

政せ
い
四
壬じ
ん
子し

年
二
月
造
之 

惣
門
徒
中 

河
州
丹

北
郡
松
原
村 
上
田
福
應
寺 

子
栄
代
世 

常

什
物
也
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
二
月
、
子
栄
住
職
の
時
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
年
は
、
元
禄
五
年
の「
寺
社
帳
」か
ら
、

ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
後
の
こ
と
で
す
が
、

子
栄
は
、
代
々
の
住
職
が
了
の
名
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
子
は
了
の
誤
記
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
旧
地
に
残
る
墓
石
に
も
、
了
順

や
恵
了
の
法
名
が
あ
り
ま
す
。

　
の
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
な
る
と
、

恵え

観か
ん

が
四
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て

住
職
を
務
め
ま
し
た
。
恵
観
は
、
八
尾
・

北き
た
木き

の
本も
と
の
極ご
く

楽ら
く
寺じ
（
真
宗
大
谷
派
）
か
ら

入
寺
し
、
仏
法
を
広
め
ま
し
た
。
一
方
、

俳
句
や
冠か

ん
句く
（
宗そ
う

匠し
ょ
うが
出
し
た
句
の
上
五
句

で
あ
る
冠
に
対
し
、
中
七
字
・
下
七
字
を

付
け
て
一
句
と
す
る
も
の
）
に
も
堪
能
で
、

風
流
の
人
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
と
く
に
、
恵
観
は
三
宅
に
つ
く
ら
れ
た
冠

句
結
社
の
好
楽
社（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
135
）

に
参
加
し
、
福
應
寺
の
一
偶
を
当
知
庵
と
名

付
け
、
冠
句
サ
ロ
ン
も
催
し
ま
し
た
。
恵

観
は
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）、
八
十
三

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
好
楽
社
の
同

人
た
ち
は
、
そ
の
恵
観
の
遺
徳
を
偲
ん
で

翌
大
正
元
年（
一
九
一
二
）
十
一
月
、
福
應

寺
境
内
に「
当
知
庵
碑
」
を
建
立
し
た
の
で

し
た
。

　
そ
れ
が
、
い
ち
ょ
う
の
木
の
も
と
に
た

た
ず
む
現
存
す
る
記
念
碑
な
の
で
す
。

▲福應寺の旧地（上田7丁目）

vol.210

▲「当知庵碑」表面と裏面▲福應寺の
阿弥陀如来像

▲福應寺の換鐘

（いずれも上田7丁目・願正寺預り）

上田村の福應寺
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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催　し
ＢＯＸ

entertainment

将
棋
で
頭
の
体
操
を

▼
と
き　
12
月
26
日
㈮　
午
前
9
時
30
分
～

正
午　
▼
と
こ
ろ　
市
役
所
北
別
館
１
階　

▼
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
の
小
学
生（
初

心
者
・
経
験
者
）、
各
先
着
10
人　
▼
申
込

み　
12
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮
に
、
電
話
で

い
き
が
い
学
習
課
へ
。 

▼
問
合
せ　
い
き

が
い
学
習
課

はーとビュー各種講座 公
民
館　
冬
の
学
び
講
座

花
を
い
け
て
お
正
月
を
迎
え
よ
う

▼
と
き
・
内
容　
12
月
27
日

㈯　
①「
伝
統
の
正
月
花
」 

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

②「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」 

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

松
原
公

民
館（
田
井
城
1
丁
目
） 

▼
対
象
・
定
員

小
学
生
以
上（
親
子
で
の
参
加
可
）、
各
回

先
着
12
人　
▼
講
師　
①
渡
辺
与
志
子
さ
ん

②
後
藤
恵
さ
ん（
①
②
と
も
に
ま
っ
ｃ
ｏ
ｍ

〈
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
〉） 

▼
費
用　
①
受

講
料
１
０
０
円
、
花
代
２
４
０
０
円　
②
受

講
料
１
０
０
円
、
花
代
１
９
０
０
円　
▼
保

育　

1
歳
6
カ
月
～
就
学
前
の
子
ど
も
、

５
人　

一
人
１
０
０
円　

▼
申
込
み　
12

月
8
日
㈪
～
、
電
話（
火
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）で
松
原
公
民
館
へ
。 

▼
問
合
せ　
松
原
公
民
館

公
民
館　
冬
の
学
び
講
座

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
学
ぼ
うお金

の
役
割

　
　▼

と
き　
１
月
７
日
㈬　
午
前
10
時
30
分
～

正
午　

▼
と
こ
ろ　

松
原
公
民
館　

▼
対

象
・
定
員　

小
学
３
年
生
～
大
人
、
先
着

20
人　
▼
講
師　
赤
井
宏
さ
ん（
マ
ネ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱
） ▼
費
用　
受
講
料
１
０

０
円　
▼
保
育　
１
歳
６
カ
月
～
小
学
2

年
生
の
子
ど
も
、
５
人　
一
人
１
０
０
円

▼
申
込
み　
12
月
10
日
㈬
～
、
電
話（
火
曜

日
を
除
く　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
で
松

原
公
民
館
へ
。 

▼
問
合
せ　
松
原
公
民
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
！
“
市
民
の
ま
な
び
”応
援
事
業

「
発
達
凸
凹（
で
こ
ぼ
こ
）
へ
の
気
づ

き
と
思
春
期
の
対
応
」

　
発
達
に
凸
凹
が
あ
る
子
ど
も
を
家
庭
や

地
域
で
ど
う
支
え
て
い
け
る
で
し
ょ
う
か
。

▼
と
き　

１
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
～
正

午　

▼
と
こ
ろ　
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ

（
上
田
7
丁
目
）▼
講
師　
郭か

く
麗れ
い
げ
つ月
さ
ん（
精

神
科
医
・
桃
山
学
院
大
学
社
会
福
祉
学
科
教

授
） 

▼
対
象　
発
達
に
凸
凹
が
あ
る
子
ど
も

の
保
護
者
・
支
援
者
な
ど　
▼
申
込
み
・
問

合
せ　
「
子
ど
も
の
心
の
発
達
を
考
え
る
会
」

事
務
局（
☎
薨
３
3
５・０
７
１
０
）へ
。

青
年
自
立
支
援　
巡
回
相
談
会

▼
と
き　
12
月
12
日
㈮　
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分　
▼
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館（
新

堂
２
丁
目
）
▼
内
容　
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
・
不
登
校
な
ど
、
15
歳
以
上
の
青
年
の

自
立
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談（
必
要
に

応
じ
て
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
各
種
関
係
機
関
の
紹
介
を
し
ま

す
）。 

※
直
接
来
館
も
可
。
た
だ
し
、
当
日

は
事
前
予
約
優
先
。 

▼
申
込
み
・
問
合
せ

は
ー
と
ビ
ュ
ー
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

松原公民館　☎336−2816
ふるさとぴあプラザ　☎336−6800

地域教育課　☎337−3133
　障害福祉課　☎337−3115　市民協働課　☎337−3103

はーとビュー（人権交流センター） ☎332−5705　薨332−5710

①ファミリー講座
「親子でこねこねパン作り（スープ＆サラダ付きランチ）に挑戦」
▶とき　1月17日㈯　午前10時〜午後1時頃　▶ところ　はー
とビュー（南新町2丁目） ▶対象・定員　市内在住の小学生とそ
の保護者、親子で20人（子どものみ・幼児の参加不可） ▶費用
1人500円（材料費） ▶持ち物　水筒・エプロン・三角巾・タオル

②元プロ野球選手のベースボール教室＆野球のためのストレッ
チ･トレーニング教室〜有田修三さんから学べる野球の基礎〜
▶とき　1月17日㈯　午前10時〜正午頃　※雨天の場合1月24
日㈯に延期　▶ところ　阪南大学高等学校天美グラウンド（天
美北1丁目） ▶対象・定員　市内在住・在学の中学生・高校生、
100人　▶講師　有田修三さん（元阪神タイガースヘッドコー
チ）・はびきのヴィゴラス・島田病院トレーナー　▶費用　1人
100円（参加費・資料代） ▶持ち物　運動のしやすい服装・グロー
ブ・バット・ボール（中学生は軟式、高校生は硬式）

▶申込み　①は12月17日㈬、②は1月6日㈫必着で、来所(日曜・
祝日を除く　午前9時〜午後5時30分)・Eメール(heartview@
city.matsubara.osaka.jp)・FAXで、はーとビューへ。Eメール・
FAXには、住所・氏名(ふりがな)・学校名・学年・組・電話番号・
保護者名を、件名には①「パン作り」②「ベースボール教室」とそ
れぞれ記入してください。※申し込み多数の場合抽選。 ▶問
合せ　はーとビュー

歴
史
再
発
見
講
座

狭
山
水
系
と
松
原
の
た
め
池

▼
と
き　
12
月
20
日
㈯　
午
後
0
時
30
分
～

▼
受
付　
正
午
～
、
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ

▼
と
こ
ろ　
狭
山
池
博
物
館（
大
阪
狭
山
市
）

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。 
▼
内
容　
施
設

見
学
と
講
座　

▼
講
師　
小
山
田
宏
一
さ

ん（
狭
山
池
博
物
館
） 

▼
定
員　
先
着
50
人

▼
申
込
み　
12
月
6
日
㈯　
午
前
10
時
～
、

電
話
で
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
へ
。 

▼
問
合

せ　
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ（
月
曜
日
休
館
）

ゆ
っ
く
り
松
原
六
社
参
り
ツ
ア
ー

　
市
の
正
月
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て

き
た
六
つ
の
神
社
を
巡
る「
六
社
参
り
」
と

そ
の
周
辺
の
史
跡
を
訪
ね
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

▶とき　1月12日㈷　午前10
時〜（受け付け　午前9時30
分〜　▶ところ　松原市文化
会館（田井城1丁目） ▶対象　
平成6年4月2日〜平成7年4月
1日生まれの人　▶内容　第一
部「祝典」、第二部「新成人の集
い」 ▶問合せ　地域教育課

松原市成人式

笑
顔
や
さ
し
さ

ふ
れ
あ
い
週
間　
延
期
の
お
知
ら
せ

　
広
報
ま
つ
ば
ら
9
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た「
笑
顔
や
さ
し
さ　
ふ
れ
あ
い
週
間
」（
12

月
8
日
㈪
～
12
日
㈮　
開
催
予
定
）が
延
期
と

な
り
ま
す
。
変
更
日
程
に
つ
い
て
は
広
報
ま

つ
ば
ら
1
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
障
害
福
祉
課

ま
つ
ば
ら　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

一
部
延
期
の
お
知
ら
せ

　
広
報
ま
つ
ば
ら
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た「
ま
つ
ば
ら　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
市
民

サ
ッ
カ
ー
教
室

▼
と
き　

１
月
11
日
～
２
月
15
日
ま
で
の

毎
週
日
曜
日（
全
６
回
） 

午
前
９
時
30
分
～

10
時
50
分（
小
学
1
・
2
年
生
は
10
時
30
分

ま
で
） 

▼
と
こ
ろ　
市
民
運
動
広
場（
岡
7

丁
目
） 

▼
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生（
男

女
不
問
） 

▼
費
用　
１
５
０
０
円（
初
回
持

参
） 

▼
申
込
み　
12
月
2
日
㈫
～
、
印
鑑
を

持
っ
て
体
育
協
会
事
務
局（
月
曜
日
を
除
く

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分〈
土
・
日

曜
日
は
午
前
9
時
～
正
午
〉）
へ
。 

※
天
候

に
よ
る
中
止
の
代
替
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
問
合
せ　
松
原
市
体
育
協
会（
市
民
体
育

館
内　
☎
３
３
０・８
３
７
０
）

活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」（
11
月
30
日
㈰
～

12
月
5
日
㈮　
開
催
予
定
）
の
う
ち
、
市
役

所
市
民
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
る
内
容（
12
月

1
日
㈪
～
5
日
㈮
）
が
1
月
26
日
㈪
～
30
日

㈮
に
延
期
と
な
り
ま
す
。

 

▼
問
合
せ　
市
民
協
働
課

▼
と
き　
１
月
11
日
㈰　
▼
集
合　
布
忍
駅

改
札
口　
午
前
10
時　
▼
解
散　
河
内
天
美

駅　
午
後
4
時
30
分
頃　
▼
定
員　
先
着
30

人　

▼
申
込
み　

12
月
13
日
㈯　

午
前
10

時
～
、
電
話（
月
曜
日
以
外
）
で
ふ
る
さ
と

ぴ
あ
プ
ラ
ザ
へ
。 

▼
問
合
せ　
ふ
る
さ
と

ぴ
あ
プ
ラ
ザ

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。
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市民体育館　☎337−0270　市民道夢館　☎338−0500　松原図書館　☎334−8060
　情報ライブラリー　☎335−4000　松原南図書館　☎332−0373　恵我図書館　☎333−2020

天美図書館　☎336−7300　新町図書館　☎332−0063　天美西図書館　☎330−0551　三宅図書館　☎332−8560

松原図書館　☎334−8060
　三宅図書館　☎332−8560　天美西図書館　☎330−0551

新町図書館　☎332−0063　情報ライブラリー　☎335−4000

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

第
38
回　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

松
原
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き　
12
月
17
日
㈬　

正
午
～
午
後
0

時
45
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
ロ

ビ
ー　
▼
出
演
者　
林
典
子
さ
ん
、
戸
川
晃

子
さ
ん　

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス　

ピ
ア

ノ
連
弾
コ
ン
サ
ー
ト　

▼
主
催
・
問
合
せ

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
荷
車
の
会
」（
☎
３

３
７・１
１
２
８
） ▼
後
援　
松
原
市

　著者は今年、児童文学の分野で権威のある国際アンデル
セン賞を受賞。17歳で初めて旅したイギリスやフランスな
ど、訪れた世界の国々で出会った人々や出来事を描く旅の
エッセイ。

　退職後の生活準備の話などでセミナーを開いている著者
が、退職後に必要なお金の備え方、各年代に応じた資金計
画や資産運用の仕方など、必ず知っておきたい備えを紹介
する。

　化石は過去の地球の様子を知るための手掛かりだけでな
く、私たちが現代生活を送るうえで重要な役割を果たして
いる。化石の見方や調べ方など基礎的な知識はもちろん、
最新の調査方法や、化石が見られる博物館の紹介も掲載。

　シャボン玉で星をつくって、そこに遊びに行く？そんなことできっこない？い
いえできます。魔女ですもの。バナナ星ではバナナを食べて、リンゴ星ではリン
ゴを食べるのかな？いえいえ、それは読んでのオタノシミ！ゆかいな「魔女えほん」
シリーズの4作目です。 ※電子書籍の利用については事前登録の手続きが必要です。

「明日は、いずこの空の下」
上橋菜穂子（著）講談社

「定年に備えるお金の教科書」
野尻哲史（著）学研パブリッシング

「化石観察入門」
芝原暁彦（著）誠文堂新光社

「大魔女がとばしたシャボン玉星」（電子書籍）
はしだてえつこ（文・絵）　銀の鈴社

冬
の
こ
ど
も
お
た
の
し
み
会

　　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
大
型
絵
本
や
紙

芝
居
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き　
○
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

12
月
9
日
㈫　

午
後
3
時　

○
松
原
南
図

書
館　

12
月
10
日
㈬　

午
後
3
時　

○
恵

我
図
書
館　

12
月
11
日
㈭　

午
前
11
時　

○
新
町
図
書
館　

12
月
17
日
㈬　

午
後
3

時　

○
天
美
図
書
館　

12
月
17
日
㈬　

午

後
4
時　

○
天
美
西
図
書
館　

12
月
19
日

㈮　

午
後
3
時　

○
松
原
図
書
館　

12
月

24
日
㈬　

午
後
3
時　

○
三
宅
図
書
館　

12
月
25
日
㈭　

午
後
3
時　

▼
問
合
せ　

各
図
書
館

図
書
館
自
習
室
の
お
知
ら
せ

　

冬
休
み
期
間
中
、
松
原
図
書
館
2
階
の

集
会
室
を
自
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

▼
と
き　
12
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰
・
1
月

6
日
㈫
・
7
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
7

時（
土
・
日
曜
日
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
） 

▼
申
込
み　
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で

利
用
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合

せ　
松
原
図
書
館

え
ほ
ん
の
ゆ
り
か
ご

　　

図
書
館
で
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を

楽
し
む
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お

す
す
め
の
絵
本
の
紹
介
や
楽
し
み
方
な
ど
、

絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
と
き　
毎
週
火
曜
日（
12
月
23
日
・
30
日

を
除
く
） 

午
前
10
時
～
11
時
30
分　
▼
と
こ

ろ　

松
原
図
書
館　

▼
対
象　

0
～
3
歳

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

※
申
し
込
み

不
要　
▼
問
合
せ　
松
原
図
書
館

あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　　

親
子
で
絵
本
を
楽
し
み
、
わ
ら
べ
う
た

で
遊
ん
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

▼
と
き　

12
月
11
日
㈭
・
1
月
8
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～
、
10
時
50
分
～
、
11
時

10
分
～
（
受
け
付
け　
午
前
10
時
～
11
時
） 

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
に

新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
増
え
ま
し
た

　
一
日
1
分
英
語
を
聴
い
て
練
習
す
る
な

ど
、
英
語
を
学
習
す
る
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ

が
入
り
ま
し
た
。
※
電
子
書
籍
の
利
用
に

は
、
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ　
松
原
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

図
書
館
各
館
の
行
事

（
12
月
11
日
～
1
月
10
日
）

　
▼
と
こ
ろ
・
と
き
・
内
容　

○
三
宅
図
書

館　

12
月
11
日
㈭　

午
後
2
時　

手
作
り

会
、
1
月
8
日
㈭　
午
前
10
時
30
分　

お

は
な
し
く
ま
ち
ゃ
ん　

○
天
美
西
図
書
館

12
月
13
日
㈯　

午
後
2
時　

お
は
な
し
ば

た
け
、
1
月
10
日
㈯　

午
後
2
時　

お
は

な
し
ば
た
け　

○
新
町
図
書
館　

12
月
19

日
㈮　

午
後
2
時　

手
作
り
会　

○
情
報

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

12
月
21
日
㈰　

午
後
2

時　
や
ま
び
こ(

お
は
な
し
会) 

▼
問
合
せ

各
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

プログラム とき・ところ 費用（税込）

「筆ペン・
ボールペン字」

12月9日㈫
午前10時〜11時30分　市民体育館
午後１時〜 2 時 30 分　市民道夢館

800 円
（教材費別）

マットニュートラル
（ピラティス）

12月21日㈰
午前10時〜11時　市民体育館 500 円

指定管理者コナミスポーツ＆ライフ主催
各種イベント・教室のお知らせ

●話題のコアトレーニング「ピラティスライト」
　ビューティーメーカーという機械を使用し、マンツーマ
ンで肩こり、腰痛、骨盤調整などのメニューを実施します。
▶とき　12月11日〜 1月11日の日・木・金曜日　※詳細
はお問い合わせください。 ▶定員　10人　▶費用　1メ
ニュー 1000円（20分）、2メニュー連続1500円（40分）
●カルチャーイベント・スポーツイベント

▶対象　16歳以上　▶申込み　直接、各開催会場へ。
●コース型有料教室　ワンコイン（500円）体験　実施中
○子ども体操教室　▶とき・対象　体験日：12月13日・20
日・27日　いずれも土曜日　午後2時〜 3時（ 4・5歳）、午後
3時30分〜 4時30分（小学1〜3年生） ※1・2月教室（全8回・
4500円）は12月10日㈬〜、市民体育館で受け付けします。
○その他有料教室　▶内容　卓球（初心者向け）・ヨガ・太極拳・
ダンス・健康体操・エアロビクス・フラダンス・ラテンダンス・
ジュニアダンスなど　※詳細はお問い合わせください。

▼
と
こ
ろ　

松
原
図
書
館　

▼
対
象
・
定

員　
0
～
3
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

各
回
12
組　
▼
問
合
せ　
松
原
図
書
館

月
个
瀬
梅
渓
早
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
と
き　
２
月
15
日
㈰　
受
け
付
け
：
午
前

８
時
30
分
～
９
時
45
分　
▼
と
こ
ろ　
月
个

瀬（
奈
良
市
） ▼
対
象　
小
学
生
以
上　
▼
種

目　
３
キ
ロ
・
５
キ
ロ
・
10
キ
ロ　
▼
費
用

一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
０
円
、

小･

中
学
生
１
０
０
０
円　
▼
申
込
み　
１

月
16
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
開
催
要
項(

い
き
が
い
学
習
課
で

配
布)

か
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.e-m
arathon.jp/tsukigase/index.

php

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
市
内
在
住
の

人
は
松
原
市
・
奈
良
市
月
个
瀬
地
区
友
好

交
流
協
議
会
か
ら
参
加
費
の
一
部
補
助
が

あ
り
ま
す（
申
請
が
必
要
で
す
）。 

▼
問
合

せ　
い
き
が
い
学
習
課

市
民
ス
キ
ー
教
室

▼
と
き　
２
月
７
日
㈯　
午
前
5
時
50
分
～

8
日
㈰　
午
後
8
時
30
分（
１
泊
２
日
） ▼
と

こ
ろ　
鉢
伏
高
原
ス
キ
ー
場（
兵
庫
県
） ▼
対

象
・
定
員　
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
小

学
生
以
上
の
人
、
先
着
40
人（
小
学
2
年
生

以
下
は
要
保
護
者
同
伴
） 

▼
費
用　
高
校
生

以
上
１
万
８
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
万
６
０
０
０
円（
１
泊
２
食
、
講
習
費
、

バ
ス
代
、
保
険
料
な
ど
） 

※
別
途
レ
ン
タ
ル

ス
キ
ー
代（
高
校
生
以
上
４
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
５
０
０
円
）
が
必
要
。
ウ
ェ
ア
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
費
用
は

後
日
振
り
込
み
。 

▼
申
込
み　
12
月
２
日

㈫
～
１
月
31
日
㈯
に
体
育
協
会
事
務
局（
月

曜
日
・
12
月
29
日
㈪
～
1
月
5
日
㈪
を
除
く

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分〈
土
・
日

曜
日
は
午
前
9
時
～
正
午
〉）へ
。 

▼
問
合
せ

松
原
市
体
育
協
会（
市
民
体
育
館
内
、
☎
３

３
０・８
３
７
０
）

▶問合せ　市民体育館（第3火曜日休館）

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。
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ぼ
平
坦
な
土
地
や
か
ら
目
立
つ
ね
。

　
お
っ
と
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
辺
り
が
、
松

原
市
と
羽
曳
野
市
の
分
か
れ
目
や
。

　
古
墳
の
濠
の
周
り
を
外
れ
、
住
宅
街
の

中
へ
進
む
、
え
え
と
こ
発
見
隊
。

〈
Ｎ
〉
大
塚
村
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
、

古
墳
か
ら
立
ち
退
い
た
後
、
東
側
周
辺
に

家
を
建
て
た
。
今
で
も
、
そ
の
生
活
を
垣

間
見
れ
る
よ
う
な
跡
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
う
や
っ
て
昔
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み

る
の
も
、
面
白
い
と
思
わ
ん
？

　
古
墳
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
そ
の
土
地
に

根
付
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
と
学
ん
だ

え
え
と
こ
発
見
隊
。

　
ち
な
み
に
、
古
墳
の
周
り
を
１
周
す
る

と
、約
20
分
か
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
て
ら
河
内
大
塚
山
古
墳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
か
。

　　

５
番
目
に
大
き
い
古
墳
で
す

人
が
住
ん
で
た
！？

１
周
し
て
み
よ
う
！

歴
史
っ
て
面
白
い

問合せ　秘書広報課  （☎334－1550）

〈
Ｎ
〉
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
て
今
は
も
う

無
い
け
ど
、
戦
国
時
代
、
こ
の
古
墳
に
は
丹

下
氏
に
よ
っ
て
、丹
下
城
が
築
か
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
江
戸
時
代
、
平
和
に
な
る
と
古

墳
の
前
方
部
に
村
が
で
き
た
。
後
に
「
大

塚
村
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
昭
和
３
年

ま
で
３
０
０
年
以
上
も

人
が
住
ん
で
た
ん
や
。

　〈
Ｅ
〉
え
、
古
墳
に
人
が
で
す
か
？

〈
Ｎ
〉
そ
う
。
何
十
戸
の
家
の
ほ
か
、
畑
や

井
戸
に
寺
、
お
宮
さ
ん
な
ん
か
も
あ
っ
た

ん
や
。
今
で
も
、
後
円
部
に
は
お
宮
さ
ん

の
跡
が
残
っ
て
い
る
。

　
大
正
後
期
に
陵
墓
参
考
地
と
な
っ
て
、

立
ち
退
き
が
始
ま
り
、
昭
和
の
初
め
に
宮

内
庁
が
立
ち
入
り
禁
止
に
し
た
ん
や
。

〈
Ｅ
〉
こ
の
古
墳
を
１
周
し
た
ら
大
体
徒

歩
で
何
分
く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
。

〈
Ｎ
〉
何
の
た
め
の
取
材
や
。
取
材
は
足

や
ろ
（
笑
）
さ
ぁ
！
行
こ
！

　
　
　
西
田
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
、
ぐ
る
っ

　
　
　
　
　
と
古
墳
を
１
周
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　  

し
た
え
え
と
こ
発
見
隊
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 〈
Ｎ
〉あ
れ
、
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
か
？
濠
と
墳
丘
を
結

　
　
　
　
　
　
ぶ
細
長
い
陸
地
は
、
江
戸

時
　
　
　
　
代
か
ら
あ
る
ん
や
。

　
　
　
さ
っ
き
言
っ
て
た
み
た
い
に
、
こ

こ
に
は
人
が
住
ん
で
た
か
ら
、
あ
そ
こ

が
橋
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
た
ん
や
。

〈
Ｅ
〉
な
る
ほ
ど
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…

。

〈
Ｎ
〉
大
丈
夫
か
？
疲
れ
て
な
い
？
（
笑
）

人
工
や
け
ど
、
大
塚
山
は
市
内
で
一
番

標
高
が
高
い
場
所
な
ん
や
で
。

〈
Ｅ
〉
ち
な
み
に
標
高
何
ｍ
で
す
か
？

〈
Ｎ
〉
40
ｍ
く
ら
い
や
。
松
原
市
は
、
ほ

西大塚 1 丁目

　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
松
原
の
魅
力
を

阪
南
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

神
尾
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
と
探
索
・
お
伝
え
す
る

「
松
原
え
え
と
こ
発
見
隊
」。

　
今
回
は
、「
河
内
大
塚
山
古
墳
」
で
す
。

古
墳
の
周
り
を
巡
り
な
が
ら
、歴
史
ウ
ォ
ー

ク
で
お
馴
染
み
の
西
田
孝
司
さ
ん
に
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

〈
西
田
さ
ん
（
以
下
N
）〉
大
塚
山
と
呼
ば

れ
る
古
墳
は
、
実
は
日
本
各
地
に
数
多
く

存
在
す
る
。
な
の
で
、
こ
こ
は
河
内
大
塚

山
古
墳
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
や
。

　
日
本
で
５
番
目
に
大
き
い
古
墳
で
、
６

世
紀
後
半
に
作
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
や
。

〈
え
え
と
こ
発
見
隊
（
以
下
Ｅ
）〉
こ
れ
は

誰
の
お
墓
な
の
で
す
か
？

〈
Ｎ
〉
こ
の
時
代
は
、
ま
だ
文
字
が
普
及
し

　
　
　
　
　
　
　
て
な
か
っ
た
か
ら
解
明

　
　
　
　
　
　
　
で
き
て
な 

い
。
お
そ
ら 

　
　
　
　
　
　
　
く
、
そ
の
時
代
の
大
王

　
　
　
　
　
　   

の
お
墓
や
ろ
う
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　『
古
事
記
』や『
日
本
書

　
　
　
　
　
　
　
紀
』か
ら
推
測
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
は
、
安
閑
天
皇
や
欽
明
天

　
　
　
　
　
　
　
皇
の
陵
で
は
な
い
か
と
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
ま
た
、
墓
を
作
り
か
け

　
　
　
　
　
　
　 

た
が
未
完
成
の
ま
ま
と

　
　
　
　
　
　   

い
う
説
も
あ
る
。

みんなの広場 このコーナーは、文化・スポーツ・ボランティアなどの分野で、市内で活躍
する団体などの情報を紹介します。お問合せは、各問い合わせ先まで。

■…参加費無料　●…参加費有料
◎対象のないものはどなたでも参加・申し込み可
◎「ところ」は変更される場合があります　
〈時〉とき 〈所〉ところ 〈内〉内容  〈￥〉費
用 〈対〉対象 〈定〉定員 〈申〉申し込み
〈備〉備考 〈主〉主催 〈問〉問い合わせ

■きときとバンド　第5回フレッシュコンサート
〈時〉12月14日㈰　午後2時〜（開場：午後1時30分）
〈所〉松原商工会議所　〈内〉軍師官兵衛メインテーマ、
Let it Go、ようかい体操など　〈主〉きときとバンド

〈問〉山田☎336−7603

●松水会（水彩画教室）
〈時〉毎週火曜日　午後1時〜 5時　〈所〉ふるさとぴあ
プラザ　〈￥〉月5000円　〈主〉高橋☎333−0486

( 財 ) 松原市文化情報振興事業団

［お問い合わせおよびチケット販売場所］
文：文化会館（336-5755） 毎火曜日（祝日を
除く）休館　ゆ：ゆめニティプラザ（334-
2111） 第2･4水曜日休館　ふ：ふるさとぴ
あプラザ（336-6800） 毎月曜日（祝日を除

く）休館   友の会予約専用（334-2015）火曜
日休止　オ：オレンジハウス・ナッティー
女：松原女子学園　イ：イープラス（友の会
の扱いはできません） ロ：ローソンチケッ
ト（友の会の扱いはできません） 

催し

12月13日㈯　午後2時　ふるさとぴあプラザ
参加費：3,000円（講習料・材料費込み）
持ち物：参加費、花バサミ、タオル、エプロン、
ビニール袋、筆記用具
申込み：電話でふるさとぴあプラザへ
※キャンセル不可。

2月22日㈰　午後2時30分
松原市文化会館　全席自由
出演：竹内愛未（ピアノ）、伊藤晃（サック
ス）、田畑裕美（フルート）、寺嶋千紘（ピア
ノ） 前売り：一般2,000円（友の会1,000円）
※3歳以下無料、当日券は各500円増し

（販）文　ゆ　ふ　オ　女　ロ（Lコード：
54112） （田畑裕美）

手作り工房・松ぼっくりで正月飾り
ふるさとぴあプラザ生涯学習プログラム

出演：桂文珍（お楽しみ）、桂福団治
（百年目）、桂楽珍（半分垢）、桂福矢
（手水廻し）、桂福丸（しの字丁稚）、中田まなみ（三味線）
前売り：一般2,500円（友の会2,000円）
発売日：友の会先行販発売は12月12日㈮から、一般発売
12月19日㈮から。各発売初日は午前9時から文化会館のみ
で販売　※当日券は各500円増し

（販）文　ゆ　ふ　オ　女　イ　ロ（Lコード：51406）

（寺嶋千紘）

1月10日㈯　午後2時
ゆめ二ティプラザ　入場無料
しんけるのダンスパフォーマンスとResongs
のアコースティックコンサートをお楽しみく
ださい。 出演：しんける＠グリーンピース＆
仲間たち（しんける、Resongs、カホンチーム）
※事前に整理券などは必要ありません。

未来芸術家応援プロジェクト　チャリティーライブ

松原クラシック

3月22日㈰　午後2時
松原市文化会館　全席指定

（桂文珍） （桂福団治）

（竹内愛未）（伊藤晃）

(しんける)

(Resongs)

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。



絵で伝える　火のおそろしさ
　平成26年度松原市児童・生徒防火図画の応募が行

われ、421点の作品の中から布忍小学校6年生の三原

健介さんが市長賞に選出されました。今回描いてい

ただいた作品は来年春の松原市防火ポスターに使用

されます。（11月6日）

平和への思い　届け広島に
　8月に、はーとビュー（人権交流センター）で行わ

れた非核平和展で、来場者に折ってもらった千羽鶴

を捧げてもらうため、修学旅行で広島を訪れる河合

小学校6年生の児童に市役所職員が代表して手渡し

ました。（11月4日）

優秀な成績を収めた皆さん（順不同）

正しい交通ルールが広まるきっかけに
　自転車交通ルールの知識と技能を身につけ、事故

を防止しようと「第1回松原市交通安全元希者クラブ

自転車大会」が松原市民体育館で行われました。元希

者クラブ主催で約60人の参加で行われ、大会の上位

4人は大阪府の大会に出場します。（11月4日）

より利用しやすい駅に
　近鉄河内天美駅のエレベーター設置工事が10月末

に完了し、供用開始にあわせてセレモニーが行われ

ました。このバリアフリー化工事により3基のエレ

ベーターが利用できるようになり、より利用しやす

い駅となりました。（11月14日）

松原第七中学校野球部の皆さん
「大阪中学校秋季総合体育大会」準優勝

共に過ごした50年を祝して
　結婚50年を祝福する「松原市金婚式」が松原商工

会議所会館で行われ、102組の夫婦が参加しました。

　市からの記念品の贈呈、市長、議長との記念撮影、

「“祝” チンドンバラエティショー」によるアトラク

ションなどが行われました。（11月14日）

火災予防は日頃の備えから
　秋の火災予防運動にあわせて山崎製パン株式会社大

阪第2工場で、市消防本部と工場の自衛消防隊が合同で

訓練を行いました。訓練は地震の発生による出火を想

定したもので、通報・避難・消火の流れで本番さなが

らに行われました。（11月10日）

スポーツを通じてひろがる輪
　「第1回松原市・和泉市ディスコン交流大会」が市

民道夢館で開催されました。ディスコンとはディス

ク（円盤）を投げて床面を滑走させ、ポイントとの距

離を競う世代を問わず楽しめるスポーツで、参加者

らは楽しく交流をはかりました。（10月26日）

大阪府立大塚高等学校
陸上部、男子バレーボール部の皆さん

◎陸上部：「JOCジュニアオリンピックカップ日
　本ジュニア・ユース陸上競技選手権大会」出場
◎男子バレーボール部：「第69回国民体育大会バ
　レーボール競技会」ほか出場

橋本幸次郎さん
「第27回全国健康福祉祭
とちぎ大会　ねんりん
ピック栃木2014　卓球
交流大会」出場

田中学さん
（大阪府立勝山高等学校
3年生）
「第69回国民体育大会相
撲競技会」出場



◆隣人と仲良くしお互いの人権を尊重します
◆歴史と伝統を重んじ郷土の発展につくします
◆健康で良識のある市民になるよう努めます
◆家庭を愛し働く喜びをもって平和な社会をつくります
◆きまりを守りよりよいまちを次の世代に渡します

市民憲章　（昭和52年10月28日制定） 今月の表紙
「精一杯完走することを誓います！」                   （11月2日）

2015 年2月 松原市市制施行 60周年

た
く
さ
ん
の
人
が

生
き
て
き
た
証
。

た
く
さ
ん
の
人
が

作
っ
て
き
た
未
来
。

人
の
動
き（
11月

1日
現
在
） 　

●
人
口
／
122,998人

　
●
男
／
59,340人

　
●
女
／
63,658人

　
●
世
帯
数
／
54,855世

帯
　
　
《
面
積
／
16.66㎢

》

毎
月
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発
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2015 年2月 松原市消防団発足 100 年

     ふるさと守り、 これからも…。

第5回

11 月 8日・9日で開催された「まつばらマルシェ」
市内外からたくさんの人が訪れ、ステージや物販・
飲食・体験ブースを楽しみました。

期日前投票　
投票期間　12月3日㈬～13日㈯　午前8時30分～午後8時
（国民審査は 7日～13日　開始日が異なりますのでご注意ください）
※詳しくは「選挙のお知らせ」をご覧ください。
投票場所　市役所 1階市民ロビー
問合せ　選挙管理委員会事務局（☎334－1550）

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査
投票日　12月14日㈰
投票時間　午前7時～午後 8時

　今年で31回目を迎える、毎年恒例の松原マラソン大会が大和川
西運動広場と周辺道路を会場に行われました。開会式では選手を
代表して子どもたちが「精一杯完走することを誓います！」と元気
に選手宣誓をし、マラソン大会が幕をあけました。


